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はじめに

　「日本のBIM元年」と呼ばれる2009年から、早くも10年が経過した。

当初、設計段階で主に使われていたBIMは、施工段階や維持管理段階

でも使われるようになり、 ユーザーも年々、 増えている。BIMブーム

は一過性のものではなく、 建設業の生産性向上を実現していく戦略的

ツールとして定着したようだ。

　この10年間には、東日本大震災をはじめとする大地震による津波や

土石流、激甚化する台風や豪雨による水害、そして竜巻などの風害な

ど、様々な自然災害が発生した。そして少子高齢化と生産年齢人口の

減少による人手不足が顕在化してきた。こうした社会インフラや建設

業の課題を解決するために、BIMの活用に大きな期待が集まっている。

　また、この10年間に3Dプリンターやドローン（無人機）、建設用ロボッ

ト、AI（人工知能）、クラウドコンピューティング、スマートフォンなど、

BIMとの親和性が高い新しいデジタル技術が登場し、建設業にも導入が

進んでいる。

　日経BPコンサルティングと日経BPは、2010年には建設実務者を対

象にインターネット上で「BIM活用実態調査」を行い、結果を公表した。

その後、BIMを取り巻く環境も大きく変わってきたため、10年ぶりに

同様の調査を行い、結果を公表することにした。

　今回の報告書発刊に当たっては、前回の調査と同じく数多くの建設

実務者や企業の皆さまにご協力をいただいた。貴重な時間を割いて回

答をお寄せいただいた480人の皆さま、 調査の告知にご協力いただい

た皆さま、そして活用事例の取材にご協力いただいた皆さまには、心

からお礼申し上げたい。 今回の調査結果を報告書として一般公開でき

たのは、特別協賛としてご支援いただいたオートデスクとSB C&Sの

おかげと感謝している。

　この報告書が、 日本におけるBIM活用の発展と建設業の生産性向上

の一助になることを願っている。

日経BPコンサルティング／日経BP

建設ITジャーナリスト　家入 龍太

■ この報告書における回答率の表記方法について ： 
　 図中での回答率は原則として小数点以下1位まで表記していますが、解説文で引用する際は整数値で示しています。
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建設業界の課題解決に
期待されるBIM

　“日本のBIM元年”と言われた

2009年から早くも10年以上がた

った。その間、日本の建設業界を取

り巻く環境は大きく変わり、新たな

課題が突きつけられている。その解

決策として、BIMを活用する目的

や用途も多様化してきた。

施工や維持管理へと
多様化するBIM活用

　BIM元年のころは、それまで2次

元の平面図、立面図、断面図で表現

されてきた建築物を、パソコン上で

3次元モデルとして扱う技術として

BIMが注目された。

　まずは計画段階や基本設計、実施

設計など設計段階で使われはじめ、

続いて詳細なBIMモデルを使って

の施工計画や墨出し、施工管理な

ど、「施工BIM」と呼ばれる活用も

増えてきた。さらにはBIMを使った

維持管理ビジネスも始まっている。

　また、建材・設備業界では製品の

BIMオブジェクトを作成して公開し

たり、ユーザーが建物のBIMモデル

を受け取って昇降機などの設計した

りといったワークフローもできつつ

ある。アルゴリズムや数式で3D形

状を連続的に替えながらデザインし

たり、BIMによる設計を自動化し

たりする技術も導入されるようにな

った。

　10年前は建物を3Dモデル化す

るだけでも苦労することが多く、企

業間でBIMモデルデータを交換し

ながら設計や施工を行うワークフロ

ーは、はるか先のことのように思え

た。しかし今の建設業界ではすでに

当たり前のように行われている。

ロボットやAIと連携する
BIMモデル

　ICT（情報通信技術）の進化ととも

に、建設業にはBIMのほか、様々な

デジタル技術が導入されてきた。

例えばスマートフォンやタブレッ

ト端末、ドローン（無人機）、3Dプリ

ンター、クラウドコンピューティン

グといったシステムだ。これらは

10年前の建設業ではほとんど使わ

れていなかった。

　さらには溶接や資材運搬などの作

業を行うロボットや、人間でなけれ

ばできなかった判断を行うAI（人工

知能）、現実の建物の状態を仮想の

データで表現して制御するIoT（モ

ノのインターネット）やデジタルツ

インなど、建設業への新技術導入は

とどまるところをしらない。

序 

論 少子高齢化による労働力不足、地球温暖化による異常気象や災害の激甚化、そして急速な技術革新
がもたらすデジタル・トランスフォーメーションと、現代の建設業界はこれまでにない変革に迫られ
ている。その解決策としてBIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング）ツールの活用に対
する期待が高まり、用途や目的、関連する技術も大きく多様化しつつある。

施工段階で作られた構造と設備のBIMモデル（資料：東急建設） BIMモデルデータをタブレットに取り込み、1人墨出しを行った例。矢作建設工業の現場に
て（左写真：家入龍太、右資料：矢作建設工業）
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　これらのロボットやAIに、建物の

施工や維持管理を任せるとき、建

物の形や大きさ、そしてロボットの

現在位置や移動ルートを教える必

要がある。その点、3Dで属性情報も

備えたBIMモデルは、最適なプラッ

トフォームになる。

　BIMは人間が行う設計や施工管理

を効率化するツールとして使われて

きたが、これからは人間だけでなくロ

ボットやAIに仕事をさせるためにも

欠かせないものになりつつあるのだ。

少子高齢化による人手不足を
BIMで解決する

　ここ数年の建設業界でクローズ

アップされてきた課題は、少子高

齢化による人手不足だ。これまでの

設計や施工は、多数の人間に頼った

作業だった。しかし、今後はこれまで

のように大勢の人が集まって仕事を

することは“ぜいたく”になり、10人

で行っていた作業を8人、7人と徐々

に少ない人数でこなすことが求めら

れてくる。

　そこで国土交通省は2016年度

から建設業にICTを導入し、生産性

向上を図る「i-Construction」施策

を始めた。その目標は2025年ま

で建設業の生産性を20%上げると

いうものだ。

　生産年齢人口が減る中、どんなに

努力しても建設業の人手不足は解消

しない。その分を生産性向上で補う

のが施策の趣旨だ。当初は土木分

野中心の取り組みだったが、2019

年度からは建築分野の取り組みも本

格化している。

　つまりこれまで人間が行っていた

作業の効率を高めるとともに、徐々

にロボットやAIなど人間以外のもの

に行わせようというのだ。これらの

新技術はBIMモデルとの相性もよ

い。BIMは当初から生産性向上を実

現するためのツールとして期待され

てきたが、最近は「省人化」ためのツ

ールとしても注目されているのだ。

技術から経営へ、
成長戦略を担うBIM

　10年前はBIMツールによる3次

元モデリングやCGパース・図面の

作成、数量計算などの機能をいかに

使いこなすかという「技術面」が課題

だったが、いまやその時期は過ぎつ

つある。その代わりにBIM導入の

本来の目的である生産性向上を実現

し、いかに企業の収益を向上させる

かという「経営面」が重要な課題にな

ってきた。

　建築設計事務所や建設会社の中

期経営計画では、生産性向上の中核

技術としてBIMが取り上げられるの

も当たり前になってきた。少子高齢

化による人手不足の時代には、ロボ

ットやA Iを戦力化するためにも

「BIMなくして成長なし」と言って

過言ではないのである。

　資本主義社会が成熟化しつつある

今、企業は地球温暖化などの環境問

題の解決だけでなく持続可能でより

よい世界を目指す国際目標「SDGs」

への対応も迫られている。建設業界が

これらの課題に取り組むときもBIM

は欠かせないツールになっている。

　こうした背景のもと、現在の建設

業界でBIMはどのように活用されて

いるのかを、本レポートでは探って

みたい。

建設用3Dプリンターによる部材の製作（写真：大林組） 工事現場で資材を無人搬送するロボット（写真：前田建設工業）
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過半数がBIMを導入済み、
業務の効率化を狙う

過半数の勤務先で
BIMを導入済み

　全回答者480人のうち、56%が

「勤務先でBIMを導入している」 と

答えた（図1）。BIMの導入率につい

ては、調査を行う団体や調査対象の

企業によって大きく数値が異なるの

で議論となる。例えば、大手企業が

中心の団体では過半数を大きく上回

り、中小の設計事務所が多い団体で

は半数を下回るといった具合だ。

　一方、 今回の調査対象は日経BP

クロステックの読者やソフトベン

ダーのユーザー会、Facebookや

ツイッターなどのSNSのメンバー

など、大小様々な企業や団体に所属

する回答者が含まれているので、平

均値的な傾向を示している。

　BIMを導入した時期については、

“日本のB IM元年”と言われる

2009年以降が圧倒的に多い。導入

企業の中では、5年以上のBIM歴を

持つ企業が約半数あり、活用レベル

も高度化していることが予想され

る。一方、3～4年以内に導入した企

業も約半数となっており、BIMを

導入する企業がますます増えている

ことがうかがえる。

　2010年に行った前回調査では、

BIM導入率が33%だった。今回、

半数を超えたことは、“日本のBIM

元年”から10年以上経過した今、こ

れからの建築業界でBIMの活用が

本流になることを示していると言え

そうだ。

BIMユーザーが
加速度的に増加

　勤務先で「BIMを導入済み」と答

えた回答者自身のBIM活用歴につ

いてたずねたところ、73%がBIM

を使っていると答え、そのほとんど

は“日本のBIM元年”以降だった（図

2）。

　その数は年々、増加傾向を示して

いる。特に2018年以降は、1年ごと

のBIMツールの活用を始めた回答

者数が多くなっている。

　回答者自身のBIMツールに対す

る習熟度をたずねたところ、「初心

者」（25％）、「中級者」（26％）、「上

級者」（24％）とほぼ同じ比率とな

った（図3）。

　さらにプログラムに手を加える

レベルの「専門家」も4%いた。10

年前の前回調査では、「初心者」（11

％）、「中級者」（15％）、「上級者」（7

％）、「専門家」（1％）だったので、こ

の10年間に中級レベル以上が増え、

回答者のBIMツールへの習熟度は、

大幅に高まっている。

BIMの導入の有無がわからない 1.7%

BIMは未導入 41.9%

BIMは導入しているが、導入年はわからない 5.4% それ以前（2008年以前） 5.2%

8 ～ 11年前（2012年～ 2009年） 9.8%

5 ～ 7年前（2015年～ 2013年） 11.3％

3 ～ 4年前（2017年～ 2016年） 12.9％

2年前（2018年） 5.2％

昨年（2019年） 6.0％ 
今年（2020年） 0.6％

図1. いつごろBIMツールを導入したか？

N=480　シングルアンサー

BIMの導入／導入の時期と理由

勤務先でBIMツールを導入していると答えた人が過半数を占め、そのうち約半数が4年以内にBIMを導入したことが
明らかになった。導入理由については業務の効率化やワークフロー改善のためという回答がトップとなった。「競合他
社との差別化のため」という回答も多く、単なるCGやパース作成の道具ではなく、経営戦略的にBIMを導入する企
業が増えていると言えそうだ。
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業務の効率化、
差別化のために導入

　「勤務先でBIMを導入済み」と回

答した271人に対し、さらに「あな

たの勤務先がBIMツールを導入し

た理由」について聞いたところ、「業

務の効率化、ワークフロー改善のた

め」という回答が79%とダントツ

で1位となった（図4）。2010年の

調査でも同じく1位だったが、回答

比率は45%だった。

　2位も前回同様に「CGやパース

などプレゼンテーションのため」

（55%）だった。3位は前回調査に

はなかった「競合他社との差別化の

ため」（26％）がランクインし、4位の

「施主、発注者からの要求があった

ため」（21％）や5位の「競合他社が

導入したため」（11％）を上回った。

　こうした結果から、BIMは単な

るCG作成の道具ではなくなった

なったことは明らかだ。 企業の生

産性や競争力を向上させる道具とし

ての位置付けが明確になり、経営戦

略的な効果への期待がますます高

まってきたと言えそうだ。

BIMは使っていない 
26.9%

それ以前
（2008年以前） 
8.5%

8～11年前
（2012年～2009年） 
10.0%

5～7年前
（2015年～2013年） 
19.2%

3～4年前
（2017年～2016年） 
10.3%

2年前（2018年） 
11.4%

今年（2020年） 2.6%

昨年（2019年） 11.1%

図2. 回答者がBIMツールの活用を始めた年は？ 図3. あなたのBIMツールへの習熟は？

BIMは使っていない／知らない
20.7%

初心者
（使い始めたばかりで、
人に聞きながら
でないと使えない
レベル）
24.7%

中級者
（マニュアルなどを参考にしながら、
なんとか自分で使えるレベル）
26.2%

上級者
（やりたいことは
自分ひとりでできるレベル、
人に質問され教えるレベル）
24.7%

専門家
（自分でプログラムに
手を加えるレベル） 
3.7%

N=271　シングルアンサー

図4. BIMを導入した理由は？

N=271　マルチアンサー

0 10 20 30 40 50 60 70 80

わからない

その他

海外案件に対応するため

競合他社が導入したため

施主、発注者からの要求があったため

競合他社との差別化のため

CGやパースなどプレゼンテーションのため

業務の効率化、ワークフロー改善のため

78.6％

55.0％
25.8％

21.4％

11.1％

5.5％

7.0％

1.1％
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　大和ハウス工業は、2006年から

建設業界に先駆けてBIMに取り組

み、Revitを中心に活用を進めてき

た。現在は「D’s BIM」と名付けた独

自のBIM活用戦略を打ち出し、発注

者には「顧客満足度の向上」、社員に

は「働き方改革の実現」を両立させる

取り組みを行っている。

　同社のほかフジタなどを含む大和

ハウスグループは、2055年には10兆

円企業になるという計画を立ててい

る。その成長戦略の実現に、欠かせ

ないのがBIMの大幅導入と展開の強

化だ。

　そこで「BIM移行ロードマップ」を

作成し、2018年からグループ内の

各分野で取り組みを進めている。

　BIM導入を進めるためには、「施主

からの要望」と「受注者のBIM化」の

どちらを先行するかという“タマゴ・

ニワトリ論争”が起こりがちだが、

大和ハウスグループは2020年まで

に、全物件の設計をBIM化すること

になった。

　既に2018年下期は717件中、71

件の設計にBIMを活用した実績があ

り、その後の2年間で建築部門・住

宅部門とも100%を目指している。

さらに施工でも2022年までに全物

件にBIMを導入する予定だ。

　大和ハウス工業は、自社の鉄骨工

場で鉄骨CADソフトとRevitのデー

タと連携して鋼材の切断や穴開けな

どの加工を行っている。このほか、

意匠・構造・設備からなるフルBIM

モデルを使った日本初の建築確認申

請も行った。

　アルゴリズムを使って膨大な種類

のBIMモデルを自動発生させ、最適

な設計を選ぶ「ジェネレーティブデ

ザイン」も導入している。限られた

敷地を有効活用するため斜線制限や

天空率などを最大限に生かす「定量

的評価」に使われている点が海外か

らも注目されている。

3Dプリンターで施工も
大成建設の中期経営計画

　2018年度から3年間を対象にし

た「大成建設グループ 中期経営計画

（2018-2020）」では、2020年以降の

建設市場は不透明としつつも、持続

的な成長を続け、中長期的には事業

規模2兆円を目指す積極的な事業戦

略を描いている。

　経営課題である生産性向上の柱

には、BIMやCIMの機能向上のほか、

機械化施工、フロントローディング

など、ICT（情報通信技術）の活用を

挙げている。BIMはもはや技術だけ

の問題ではなく、経営戦略の要にな

りつつある。

　今後、数十年間にわたって人口減

少が続く日本では、人手不足は慢性

的な課題だ。これを克服するため、

大成建設では「ICT活用による自律

化機械や遠隔制御技術の開発」「IoT

（モノのインターネット）・ビッグデー

タ・AI（人工知能）などの活用」によ

建設業の経営を左右し始めたBIM

2020年に設計を完全BIM化
大和ハウス工業の成長戦略

“日本のBIM元年”といわれた2009年から 10年以上がたち、建設業界でBIMの有効性が実証されるに従い、
BIMへの関心は技術面だけでなく、生産性の向上や働き方改革など経営面にも広がってきた。その結果、建築設計事
務所や建設会社では、中期経営計画などでBIMの活用が経営戦略として位置づけられるようになってきた。

事 例　1 経営戦略

「BIM移行計画」について説明する大和ハウス工業 技術本部 BIM推進部次長（＝肩
書は取材当時）の伊藤久晴氏（写真：家入龍太）

大成建設が開発した建設用3Dプリンター（写真：大成建設）
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る省人化、省力化施工技術の開発も

行うとしている。さらに、3Dプリン

ターによる建設部材の製作までも視

野に入れている。

　また、「働き方改革の実現」も経営

課題として取り上げている。時間外

労働を「原則月45時間以内」として

段階的に削減し、2021年度には「全

事業所での4週8閉所」の実現を目指

す。テレワークなどの活用による柔

軟な働き方にも取り組む。

「BIM」が20回も登場
鹿島が描く近未来の建設業

　未来の建設業を切り開く経営戦略

とBIMの関係を象徴しているのが、

鹿島が2019年8月に公開した「鹿島

統合報告書2019」だ。経営戦略や財

務情報などに加え、7つの重要課題

を明らかにした。

　この報告書には、「BIM」という言

葉が20回も登場する。例えば、押味

至一代表取締役社長（以下、肩書は

2020年4月現在）は「BIM・CIMの技

術を基軸に建設事業と開発事業、国

内関係会社、海外関係会社が連携」

することが必要としている。BIMを

軸に様々な事業をとりまとめるとい

う考え方は、経営者ならではの発想

といえる。

　押味社長は社外取締役である古川

洽次氏との対談でも、工事の受注段

階で行う「フロントローディング」を

行ううえで「BIM化・CIM化を推進

していく」と語っている。

　代表取締役 副社長執行役員 建築

管理本部長の小泉博義氏による事業

戦略の「ICT活用による生産性向上」

には、BIMという言葉が最も多く登

場する。「BIMデータとAIの融合」、

「資機材管理へのBIM活用」、「施工段

階によるBIM活用強化」、「BIM技能

の認定制度」といった具合だ。

　「中期経営計画におけるR&Dの

戦略」では、「機械・ロボット・ICT

活用による省人化・自動化」とともに

「BIM・CIM活用による技術開発推

進」が上げられているほか、子会社と

して、株式会社グローバルBIMも設

立している。

BIMによるスタートアップや
現場の革新を描く中堅ゼネコン

　中堅ゼネコンもBIMによる経営革

新に乗り出している。安藤ハザマは

「イノベーションによる成長の実現」

を基本方針とする中期経営計画を推

進。その一環として、スタートアップ

企業とタイアップする「安藤ハザマ 

アクセラレーター 2019」というプロ

グラムを実施した。

　参加企業は安藤ハザマが茨城県つ

くば市に持つ、7万平方メートル超

の技術研究所の実験施設を利用でき

る。さらにBIMによる施工支援やド

ローン（無人機）、無人化施工などを

含む250件を超える特許技術や、

340ものR&D（研究開発）案件との

連携も行えるようにした。国内外の

拠点やグループ会社、3500人の従

業員ネットワークも活用できる。

　また、戸田建設は2023年の超

高層ビルの建設現場を想定して「ト

ダ・イノベーション・サイト～ 2023

年の姿～」と題する構想を発表した。

　地上構築技術、地下構築技術、

ICT施工管理技術という3つの分野

で、ロボットや自動クレーン、無人

搬送台車による作業の自動化やBIM

を使った位置決めや工程管理などを

行うことを想定している。

　前田建設工業は施工段階でのBIM

活用による2025年での働き方改革

をイメージした「施工BIM2025」と

いう動画を制作し、動画投稿サイト

YouTube上で公開した。施工BIM

モデルによる生産設計や納まり検

討、施工手順の打ち合わせのほか、

ICT建機による基礎の自動掘削やVR

やARによる施工管理など、未来の

現場が描かれている。

　建設業の経営や技術開発などテー

マの中で、BIMをはじめとするICT

関連への取り組みは、最重要課題と

言っても過言ではない。そのビジョ

ンからは、近未来の建設業の方向性

が垣間見える。

茨城県つくば市にある7万平方メートル超の技術研
究所（写真：安藤ハザマ）

3Dプリンターで作成した人道橋（写真：大成建設） 「施工BIM2025」より、ホログラムテーブルでの終礼
イメージ（資料：前田建設工業）
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約10年でツールが多様化
設計と施工で利用動向に違いも

主流はいまだに
2次元CADだが

　まずは、全回答者480人に、「勤

務先で最もよく使われている設計

ツールは何か」を1つだけ上げても

らった結果が図5のグラフだ。

　BIMがかなり普及したとはいえ、

いまだにフリーソフトのJw_cad

（28％）が1位となっており、2位

はAu t o C AD（21％）、3位は

AutoCAD LT（10％）と、図面作成

に使われる2次元CADが上位を独

占した形だ。4位には2次元CAD

およびBIMツールとして両方の特

徴を併せ持ったVecto rwo r ks

（9％）がランクインした。

　一方、本格的なBIMツールとして

は5位にArchiCAD（8％）、6位に

Rev i t（7％）、9位にGLOOBE

（1％）がランクインした。

　2次元CADのJw_cadと本格

BIMツールのArchiCADは、3倍

以上も開きがある。これは前章で

見たBIMの導入率が約5割だった

ことを考えると、一見、理解しにく

い。しかしBIMを導入している企業

の中で、BIMユーザーが作成した

BIMモデルを引き継いで、図面など

の設計図書を作成する2次元CAD

ユーザーがその数倍いるという見方

もできそうだ。

回答者全体ではRevitが
ArchiCADを逆転

　勤務先でB IMを導入している

271人に、勤務先で使っているBIM

ツールを複数回答で挙げてもらった

結果が、図6のグラフだ。

　最も注目すべきは、1位がRevit

（54％）、2位がArchiCAD（51％）

という順位になったことだ。2010

年に行った前回の調査では、1位が

ArchiCAD（46％）で2位のRevit

（40％）を引き離していたが、今回

の調査では逆転した。

　このほか、BIM活用の多様化を

反映してか、上位には前回調査には

登場していなかった新しいツール

がランクインした。以下を見てみ

ると、 設備用BIMソフトとして3

位にRe b r o（25％）、10位に

CADWe’ll Tfas（14％）が入った。

またアルゴリズムで3D形状など

デザイン するR h i n o c e r o s /

G r a s s h o p p e r（24％）が4

位に入った。また、BIMモデル対

応のプレゼンテーションソフトで

はL U M I O N（21％）が5位、

Tw i n m o t i o n（13％）が13位、

斜線制限や天空率の検討を行う

ADSシリーズ（16％）が9位とい

う結果になったことが注目される。

　構造用のBIMツールは、他のソ

フトに比べて多くはないものの、

詳細構造のBIMモデルを作成する

ツールとしてTekla Structures

（11％）やすけるTON（5％）、実寸

法師（1％）があった。一貫構造計算

を行うSuper Build/SS7（17％）

やSuper Bui ld/SS3（12％）、

SE INシリーズ（6％）、BUS-6

（4％）などもよく使われている。

Revitは建設会社が
多く採用

　回答者全体に聞いた設問では、本

格的なBIMツールとして最も多く

使われているのはRevitで、前回調

査でトップだったArchiCADを逆

転した。その背景を調べてみるため、

勤務先でBIMを導入している設計

事務所（組織設計事務所と意匠設計

事務所。回答者数は114人）と、総

合建設会社（回答者数は120人）の

回答を抜き出して、ランキングした

のが図7と図8のグラフだ。

0 10 20 30
わからない

その他

GLOOBE

SketchUp

DWG互換CAD

Revit

ArchiCAD

Vectorworks

AutoCAD LT

AutoCAD

JW CAD
27.7%

21.3%
9.6%
9.2%
8.1%
6.5%

1.9%
1.5%
1.0%

12.7%
0.6%

N=480　マルチアンサー

図5. 最もよく使われている設計ツールは？

意匠設計用BIMツールは、設計事務所ではArchiCAD、建設会社ではRevitが最も多く使われていることが分かっ
た。一方、回答者全体を対象に、「最も使われている設計ツール」という観点で1つだけ上げてもらうと、いまだに2次
元CADが上位を占めていることがわかった。BIMツールを使っている企業でも、 図面などの設計図書を作るなど量
的に多い作業には、2次元CADが多く使われていることがうかがわれる。

BIMツール／使用ツール
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　設計事務所の間では、1位が

ArchiCAD（53％）で、依然として

2位のRevit（41％）を大きく引き

離した（図7）。 意匠設計を中心に

行う設計事務所では、比較的操作

が簡単なArchiCADが選ばれてい

るようだ。意匠設計用BIMツールと

して唯一の国産であるGLOOBE

（15％）も4位にランクインした。

　また、「最も使われている設計ツー

ル」の設問で、ArchiCADを上回っ

ていたVectorworksは3位だった。

この結果から、Vectorworksは

BIMツール以上に、2次元CADとし

ての活用度が高いことがうかがえる。

　一方、総合建設会社に務める回答

者の間では、1位がRevit（65％）、

2位がArchiCAD（58％）と、前回

調査でトップだったArchiCADを

逆転した（図8）。その理由として考

えられることは、「施工BIM」の普及

だろう。

　Revitは以前、意匠設計向け、構

造設計向け、設備設計向けの3つの

バージョン に分かれていたが、

2016年に発売されたRevit2017

からすべてに対応できることになっ

た。これら3種類のモノを統合して

建物などを建設する総合建設会社

にとっては使いやすくなり、生産性

向上の効果が発揮しやすくなった。

そのため、以前はArchiCADをメ

インに使っていた大手建設会社が

ここ数年、Revitに移行する例が増

えている。調査結果からも、その動

向が裏付けられた。
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図6. 勤務先で利用しているBIMツールは？ 【参考：2010年】 意匠設計用BIMソフトの保有率

図7. 設計事務所で使われている意匠設計用BIMツールは？

N=271　マルチアンサー

N=171　マルチアンサー

N=171　マルチアンサー

N=120　マルチアンサーN=114　マルチアンサー

図8. 総合建設会社で使われている意匠設計用BIMツールは？

【参考：2010年】 BIM関連ソフトの保有率
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意匠から構造、設備へと広がるBIM
熱流体解析や施工管理への活用も

意匠設計は
ArchiCADがトップに

　「勤務先でBIMツールを導入して

いる」と答えた回答者に、それぞれ

のBIMツールがどんな用途に使わ

れているのかを聞いた。具体的には

「意匠設計」「構造設計」「設備設計」

「解析シミュレーション」「施工管理」

「その他」だ。

　意匠設計に使われているB IM

ツール のベスト10は、1位が

Arch iCADの41％で、 僅差で

Revitが2位となった。前回の調

査では、 意匠設計ではArchiCAD

が1割ほどRevitをリードしていた

が、今回の調査では意匠設計の分野

におけるRevitの存在感がひしひし

と高まってきたことがうかがえる。

　3位はアルゴリズムでデザインす

るRhinoceros/Grasshopper

が20％でランクインした。このほ

かBIMモデルに人物や樹木、 水面

などの動きを入れてVR的にプレゼ

ンテーション するL UM I O N、

3dsMax、Twinmotionがベスト

テン入りしたことが注目される。

構造設計は
Revitがトップに

　構造設計は一貫構造計算プログラ

ムのSuper Build/SS7やSS3、

SEINシリーズ、BUS-6など、専門

的なツールが順当にベストテン入

りした。

　しかし、トップはRev i tの28

％で、4位は詳細構造設計用の

Tekla Structuresが9％、5位は

意匠はArchiCAD、構造はRevit、設備はRebroと、設計分野ごとに最も使われているBIMツールがはっきりと分
かれた。アルゴリズムで3D形状などを設計するRhinoceros/Grasshopperは、意匠、構造、設備の各設計のほ
か解析・シミュレーションでもよく使われている。施工管理ではタブレット端末と連携したアプリがランクインした。
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図9. 意匠設計に使われている
　　 BIMツールベスト10は？

図10. 構造設計に使われている
　　   BIMツールベスト10は？

図12. 解析シミュレーションに使われている
　　   BIMツールベスト10は？

図13. 施工管理に使われている
　　   BIMツールベスト10は？

図11. 設備設計に使われている
　　   BIMツールベスト10は？
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BIMツール／ツールの用途
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ArchiCADが7％と、BIMモデル

を作成するツールも構造設計の上位

にランクインしている。

　Rev i tやArch iCADで鉄骨な

どの構造をBIMモデル化した後、

Tekla Structuresに受け渡して

鉄骨製作用の詳細BIMモデルを作

ったり、SSCでデータ変換して一

貫構造計算プログラムで処理したり

というBIMツールを連携した構造

設計のスタイルが見て取れる。

　6位に入ったRh i n o c e r o s /

Grasshopperは5％で、 意匠設

計だけでなく、構造設計にも使われ

ているのが注目される。

難解だったCFDも
設計ツール化

　解析シミュレーション分野では、

通風解析などに使われるCFD（熱流

体解析）ソフトのFlowDesigner

やSTREAMがベストテン入りし

た。WindPerfectも14位に入っ

ている。これまで難解と言われてき

たCFDソフトがBIMとの連携で設

計ツールとして使われるようになっ

たことがうかがえる。

　施工管理分野では、Rev i tや

A r ch i CAD、Reb r o、Tek l a 

Structuresといったモデリングソ

フトがランクインし、 施工BIMで

の活用がうかがえる。このほか施工

計画を行うsmartCon Planner

や、BIMモデルとタブレット端末

を連携させて施工管理を行う

Chex、SPIDERPLUSがランク

インしたことも、現場でのBIM活用

が多様化しつつあることを象徴して

いるようだ。

BIMツールごとの
用途内訳は

　BIMツールごとに、どんな用途に

使われているのかを、回答数が多

い順に並べてみたのが次のグラフ

だ。 R e v i t や A r c h i C A D、

Vectorworks、GLOOBEとい

った意匠設計を中心に使われる

BIMツールや、Rh i n oce r o s /

Grasshopperは、その他の設計や

解析シミュレーション、施工管理さ

らにその他の分野にまで、幅広く使

われていることがわかる。

0 50 100 150 200％

UC－win/Road（1人）

Ecotect Analysis（1人）

DesignDraft（1人）

CATIA 3Dエクスペリエンス（1人）

実寸法師（2人）

Allplan（2人）

Photoruction（5人）

MicroStation（5人）

KAPシステム（6人）

WindPerfect（8人）

Unity（9人）

SSC（9人）

SPIDERPLUS（10人）

TP PLANNER（11人）

CADEWA Real（11人）

BUS－6（12人）

STREAM（13人）

すけるTON（14人）

SEINシリーズ（15人）

Fuzor（15人）

smartCON Planner（17人）

FlowDesigner（22人）

CheX（23人）

ヘリオス（25人）

Tekla Structures（30人）

Super Build/SS3（32人）

GLOOBE（35人）

Twinmotion（36人）

Vectorworks（38人）

CADWe'll Tfas（38人）

ADSシリーズ（44人）

Super Build/SS7（46人）

3ds Max（50人）

Navisworks（54人）

LUMION（58人）

Rhinoceros/Grasshopper（66人）

Rebro（67人）

ArchiCAD（138人）

Revit（147人）

図14. BIMツールの用途は？ N=271　マルチアンサー　（ ）内の数字は回答者数
※回答率が10％未満の項目は図中での値表示を省略した

意匠設計 構造設計 設備設計 解析シミュレーション 施工管理 その他

 74.8  51.0  21.1  10.9  20.4  10.9 
 80.4  13.8  10.9 21.0  

 86.6    13.4
 83.3  21.2   12.1  13.6 
 86.2 10.3 
 40.7  31.5  25.9  11.1  50.0  18.5 
 76.0   26.0 
 95.7  

 95.5 11.4  
 78.9 18.4  10.5 
 89.5  10.5  13.2 10.5 18.4 
 75.0    33.3 
 82.9   11.4  11.4 
  96.9  
  83.3 20.0  20.0 
 20.0 12.0  64.0 
 26.1  13.0  13.0   78.3   
 22.7  27.3  63.6  
 11.8   88.2  17.6 
 33.3   13.3 46.7  20.0 
 86.7 13.3
   50.0   28.6  35.7 
 15.4  23.1  38.5   
   75.0  
  81.8 18.2  27.3 
 81.8  
 10.0 80.0 
 22.2  77.8  11.1 44.4  11.1 
 77.8 33.3 
 25.0  12.5  37.5  25.0 37.5 
 83.3 50.0  33.3 
 40.0 20.0 20.0  
 20.0 60.0
 50.0
 50.0  50.0 
 100.0 
 100.0
 100.0
 100.0
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BIMツールと併用するソフト、
クラウド、新技術が明らかに

Solibriと
Navisworksが僅差に

　「勤務先でBIMツールを導入して

いる」と答えた回答者271人に、複

数の3Dモデルを統合したり、干渉

チェックを行ったりするのにどんな

ツールを使っているのかをたずね

た（図15）。

　その結果、1位はSolibri Model 

Checke r（22％）、僅差で2位が

Navisworks（21％）という結果に

なった。3位はクラウドサービスの

B I M360  G l u e / B I M 3 6 0 

Coordinate（10％）と続いた。

　これらのツールはおなじみだが、

4位以下にはリアルタイムで干渉な

どの問題を発見するRevizto（2

％）、クラウドベースのBIM Assure

（2％）やBIMTrack（1％）といった

海外製のツールも少数ながら使わ

れていた。

ビューワーは
BIMxがトップに

　発注者などがBIMモデルを確認

するビューワーツールは、1位が

BIMx（26％）、2位がAutodesk 

Viewer（22％）、3位がSol ibr i 

Model Viewer（19％）という結果

になった（図16）。6位のTek la 

BIMsight（9％。2020年1月で新

規ダウンロードは終了）までは、お

なじみだが、7位のEnscape（4

％）、8位のxBIM（2％）、9位の

3D Repo（2％）など新しい海外発

のビューワーも使われ始めている。

　これらのニューフェースが今後、

どう伸びるのかも注目だ。

クラウドは
OneDriveがトップに

　データ共有などに使われるクラ

ウドストレージは、Microsoft 

OneDr ive（33％）が1位だった（図

17）。 以下、2位はDropBox（26

％）、3位はGoogle Dr ive（21

％）、4位はデータ便（20％）、5位

はBox（18％）、6位はiC l oud 

Drive（11％）と続いた。

　有料サービスのものは、基本ソフ

ト（OS）ベンダーが提供するもの

や、官公庁や企業向けにセキュリテ

ィーの高さを売り物にするサービス

が目立つ。

　以前、日本企業は海外のクラウド

サービスを敬遠する向きもあった。

しかし今では逆にセキュリティーの

高さを評価し、活用が進んでいる。

BIM導入企業の回答者に、使用している干渉チェックやビューワー、クラウドサービス、そして各種新技術の導入見
通しなどをたずねた。その結果、これまで日本の建設業では使われていなかった海外ベンダー製のツールやサービス
などが多数、挙げられた。生産性向上のため、積極的に海外製品をリサーチし、導入するBIMユーザーの姿がうかが
える。

0 5 10 15 20 25 30

その他

Bentley View

3D Repo

xBIM

Enscape

Tekla BIMsight

Autodesk 360/
Autodesk Drive

BIM 360 シリーズ

Solibri Model Viewer

Autodesk Viewer

BIMx

0 5 10 15 20 25
その他

BIMTrack

BIM Assure

Revizto

BIM 360 Glue/
BIM360 Coordinate

Navisworks

Solibri Model Checker

0 5 10 15 20 25 30 35

その他
Huddle

Documentum
おくりん坊

Autodesk Drive
どこでもキャビネット
Microsoft SharePoint

iCloud Drive
Box

データ便
Google ドライブ

Dropbox
Microsoft OneDrive

図15. 勤務先で利用している3Dモデル統合、
　　　 干渉チェックツールは？

図16. 勤務先で利用している
　　　ビューワーは？

図17. 勤務先で利用している
　　　クラウドストレージ・サービスは？

N=271　マルチアンサーN=271　マルチアンサー

N=271　マルチアンサー

22.1％
21.4％

10.0％
2.2％
1.5％
0.7％

8.9％

25.8％ 32.5％
26.2％

21.0％
20.3％
18.1％

10.7％
7.7％
7.7％
6.3％

2.2％
0.4％
0.4％

6.3％

21.8％
18.8％
18.1％

15.5％
8.5％

4.1％
1.8％
1.5％
1.1％

6.3％

BIMツール／併用ツール・技術
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0 20 40 60 80 100

バーチャルアシスタント

ジェネレーティブ　デザイン

センサー、M2M技術

ビッグデータ解析

AI/機械学習

VDT/リモートコンピューティング

ロボット

プレハブ化

IoT

3次元プリンター

クラウドコンピューティング

ドローン

VR/AR/MR

0 10 20 30 40 50 60 70 80
その他

Apple Pages
Open Office

Adobe InDesign
Google ドキュメント

Google スプレッドシート
Microsoft Office Desktop

Microsoft Office 365

0 5 10 15 20 25

その他
4Projects

Deltek/Union Square
Livelink

ProjectWise
Asite

Aconex/Conject
BIMXtra

BIM 360

図18. 勤務先で利用している
　　　プロジェクト管理ツールは？

図20. 各技術の使用状況は？

図19. 勤務先で利用している
　　　文書作成／表計算ソフトは？

N=271　シングルアンサー

N=271　マルチアンサー

N=271　マルチアンサー

22.5％

76.8％
25.5％

10.0％
7.0％
5.5％
1.8％
1.8％
1.1％

1.5％
0.7％
0.4％
0.4％
0.4％
0.4％
0.4％

10.7％

現在、使っている ２～３年以内には使う 使わないと思う わからない

34.3％ 33.2％ 11.1％ 21.4％

32.5％ 28.0％ 14.8％ 24.7％

27.7％ 32.1％ 11.4％ 28.8％

21.8％ 29.5％ 17.3％ 31.4％

21.0％ 33.9％ 11.1％ 33.9％

15.1％ 13.3％ 26.2％ 45.4％

12.5％ 18.8％ 26.9％ 41.7％

11.1％ 22.5％ 18.8％ 47.6％

7.4％ 36.2％ 18.1％ 38.4％

6.3％ 27.3％ 26.2％ 40.2％

5.2％ 22.5％ 25.5％ 46.9％

4.1％ 18.5％ 20.3％ 57.2％

3.0％ 24.0％ 24.0％ 49.1％

プロジェクト管理は
BIM360の一人勝ち

　プロジェクト関係者の間で、 工

事の進ちょく状況やコストなどの

情報を管理・共有するプロジェクト

管理ツールは、日本の建設業とって

新しいツールと言えるだろう。使用

されているプロジェクト管理ツール

は、BIM360（23％）がダントツ

の1位となった（図18）。2位以下

は、以前から日本でも販売されて

いるProjectWiseを除いて、目新

しいツールが使われ始めているの

がうかがえる。

文書作成は
Office365がトップ

　文書作成や表計算ソフトと言えば、

Microsoft Off iceが定番だが、

1位となったのはクラウドとの連携

性に優れたサブスクリプション版

のMicrosoft Office 365（77％）

だった（図19）。デスクトップ版の

Microsoft Office（26％）は2位と

なった。

　多くの現場やプロジェクト関係者

が存在する建設業では、「移動のム

ダ」を削減することは、生産性向上

に大きな効果を発揮する。そのため

か3位にGoogle スプレッドシート

（10％）、4位にGoogle ドキュメン

ト（7％）が入るなど、文書作成や表

計算にはクラウド系のツールの導入

が多い。

VR、ドローン、
クラウド関連が先行

　様々な新技術のうち、現在使って

いるものは1位がVR/AR/MR（仮

想現実/拡張現実/複合現実）（34

％）となった（図20）。BIMモデル

をさらに実寸大、 立体視で見たり、

現実空間と合わせて検討したりとい

う活用の広がりを、BIMユーザー

は模索しているようだ。

　次いで2位のドローン（33％）は

足場を使わずに空撮や測量を行うほ

か、3Dモデルの作成にも使われて

いる。3位のクラウドコンピューテ

ィング（28％）までの技術は、2～

3年後の導入率が6～7割になりそ

うだ。

　一方、3次元プリンターやIoT

（モノのインターネット）、AIは2～

3年後に普及が進みそうだが、ロボ

ットやセンサー /M2M、ジェネレ

ーティブデザインなどの技術は、

まだ建設業界での実例が少なく、

なじみがないせいもあってか、導入

に対する関心もまだ低いようだ。
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　日本建設業連合会（日建連）では、

建築生産委員会IT推進部会傘下の

BIM専門部会が「施工BIMのスタイ

ル」と題するシリーズの冊子を2014

年から発刊している。 ちなみに「施

工BIM」という言葉は、この冊子か

ら生まれたものだ。

「施工BIMのスタイル 事例集2018」の表紙（資料：日
建連）

　2018年版の事例集では、 日建連

会員企業64社のうち67%が「施工

BIM」を導入していることが報告さ

れた。各社の施工BIM事例を見てい

ると、プロジェクト関係者間での合

意形成や干渉防止・ 納まりの確認、

施工性検討などに、BIMが大きな力

を発揮しているのがわかる。同時に、

元請け・下請け間など企業間のBIM

活用も増えていることが報告され

た。

　建設会社らしい取り組みとして

は、実際の建物を引き渡す前に竣工

予定のBIMモデルを引き渡し、施設

運用者の視点で保守点検ルートの

調整を行う「バーチャル・ハンドオ

ーバー」（フジタ）や、3Dレーザースキ

ャナーによる山留め計画（鴻池組）、

3次元木格子の加工データ作成（佐

藤工業）などが報告されている。

BIM導入から2～3年の“後発企業”も

鉄骨建て方シミュレーションで手戻

り防止に効果を上げている。

　専門工事会社での施工BIM活用例

としては、建築とび工を交えた施工

検討（高砂熱学工業）、保温材付き加

工配管の工場製作（ヤマト）、鉄骨モ

デルと積算の連動（西部鉄工）などの

事例が報告された。

BIMで墨出しや配筋検査
バーチャルとリアルを直結

　施工BIMの特徴は、「実物ありきの

BIMモデル」であることだ。実際の

現場を「フィジカルツイン」、その

BIMモデルを「デジタルツイン」とい

う関係で呼ばれることもある。コン

ピューターの力によって施工手順の

検討やシミュレーションを行い、手

戻りが起こらないように事前に計画

するのに、施工BIMは効果を発揮し

ている。

　そして最近は、施工BIMで検討し

た結果を、現場にフィードバックす

るように、作業自体の自動化の取り

組みも始まっている。

　BIMモデルを使った施工の効率化

としてはまず、「墨出し作業」が挙げ

られる。矢作建設工業（本社：名古屋

市東区）は、ある物流倉庫の傾斜路

の墨出し作業に、BIMモデルと自動

追尾型の測量機器、タブレットを連

携させたシステムを導入した。

　BIMソフト「Revit」で作成した施

工図上に墨出しするポイントを入れ

ておき、その座標をオートデスクの

墨出しシステム「PointLayout」やク

ラウドサービス「BIM 360 Layout」

によってトプコンのレーザー測量機

「LN-100」とタブレットを連携させ

たのだ。

　墨出し作業者が持つタブレットの

画面には、BIMモデルと墨出しポイ

ント、そしてプリズムバーの現在位

置が表示され、墨出しポイントへの

方向や距離を案内するナビゲーショ

ンが行われる。その結果、1人で墨

出し作業ができる。この現場では、

3000点以上の墨出し作業を1人で

行い、大幅な生産性向上や高精度化

を実現した。

タブレットを手に持って墨出し作業を行う技術者
（写真：家入龍太）

デジタルツインへと進化するBIM

大手建設会社は7割がBIM導入
日建連の調査で明らかに

施工段階でのBIM活用がますます盛んになってきた。その理由は、部材の干渉や施工性をBIMモデルで確認すること
により、手戻り防止やコスト削減に大きな効果を発揮するからだ。さらにBIMモデルによる墨出しや施工管理も行わ
れている。実物の現場を忠実に再現した施工BIMモデルは、“デジタルツイン（デジタルの双子）”として、進化を続けて
いる。

事 例　2 施工BIM
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タブレット端末にはBIMモデルや墨出しポイント、
そしてプリズムバーの現在位置が表示される（資料：
矢作建設工業）

3Dモデルで作業員の安全管理
熱中症や事故を予防する

　現場で働く人の体調や行動をセン

サーで収集し、BIMモデル上で健康

状態を「見える化」する取り組みも始

まっている。

　例えば、大成建設はインフォキュ

ーブLAFLAの協力を得て、作業者

の生体データ、位置データ、作業環

境データを3Dモデル上にリアルタ

イム表示するシステムを開発した。

　現場で働く人ごとに、心拍や体

温、姿勢などの状態や、現在の位

置や移動軌跡、そして周囲の温湿

度や雨量、特殊ガス濃度などの情報

をデータ化。高温、高湿環境で長時

間の作業が続く場合は、コンピュー

ターが作業者のスマートフォンにア

ラームを発報し、熱中症などを予防

することができる。

　取得したデータは2Dや3Dの画面

上で、まるでBIMソフトを拡大・縮

小、視点移動するように、作業者の

現在位置をリアルタイムで見られ

る。作業員を含めて、現場の様々な

リアルタイム情報をBIMモデル上に

統合し、IoT（モノのインターネッ

ト）の手法で監視や見守りを行う安

全管理システムは、今後、不可欠に

なりそうだ。

3D表示で作業者の位置をリアルタイムに追跡でき
る（資料：大成建設）

現場の3D形状をデータ化
3Dスキャナーや写真計測が進化

　リフォームやリニューアル工事を

行うときはまず、実物の躯体を計

測し、BIMモデル化することから

始まる。

　従来は手計測した各部の寸法や

3Dレーザースキャナーで計測した

点群データから手作業でトレースす

ることにより、現況BIMモデルを作

ることが一般的だったが、この作業

でも自動化が進んできた。

　例えば大成建設は、 既存建物の

3Dモデルを効率的に作成するサー

ビスに、3D赤外線スキャンカメラ

を導入した。

既存建物の3Dモデル化に使う米国マーターポート
社製の3D赤外線カメラ（写真：大成建設）

耐震補強工事前の建物内を再現した3Dモデル（資料：
大成建設）

　この3D赤外線スキャンカメラ

は 、 米国の マーターポート社

（Mat t e rpo r t）製のもので、4K画

像合成クラウドを使って建物の3D

モデルを作成する。

　このカメラを使って作成した3D

モデルの精度は、3Dレーザースキ

ャナーのレベルには及ばないもの

の、1%以内なので、かなり詳細な

検討にもたえられる。

　大成建設は、 既存建物の3Dモデ

ルを使って現場に行かなくても現場

の細部を確認できるようにするほ

か、完成BIMモデルと融合させて

設計・施工の事前検証を行う「プレ

コンストラクションサービス」など

に活用する。

　実際の現場を忠実にBIMモデル化

したものは、IoTにおける “デジタ

ルツイン（デジタルの双子）”として

機能する。

　このBIMモデルに施工情報を集

約し、様々なアプリやAI（人工知能）、

さらにはロボットが利用することで、

現場での作業や施工管理にコンピュ

ーターやマシンの力を本格的に導入

できる。

　実物の建物や現場と一対一で対応

するBIMモデルがあることで、これ

までの人間頼りの建設業では難しか

った本格的かつ効果的な生産性向

上が実現できそうだ。
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設計事務所と建設会社で
用途に大きな違いも

設計事務所は
上流段階で多く活用

　　勤務先でBIMを導入している

と回答した271人に「勤務先でBIM

ツールをどのような段階で使ってい

るか」をたずねたところ、全体では

事前検討から基本設計（69％）、 意

匠設計（65％）、 詳細設計（40％）、

設計図書の作成（42％）など、建設

フェーズの上流部分での活用が多か

った（図21）。

　一方、 今回の調査では施工管理

（36％）や現場作業（21％）など、施

工段階にも山があった。

　設計と施工の業種別に傾向を見る

ため、組織設計事務所と意匠設計事

務所の合計を「設計事務所」（回答者

数114人）とし、総合建設会社（同・

120人）と比べてみると、設計事務

所は上流段階の検討・計画・設計段階

での活用が多く、総合建設会社では

施工段階以降での活用が極めて多く

なっていることがわかった。

　両者の差が2倍以上離れているの

は、施工管理（設計4%：建設63%）

や現場作業（設計7%： 建設33%）

は当然として、構造設計（設計13%：

建設51%）や設備設計（設計15%：

建設41%）、見積もり（設計9%：建

設25%）、工場への外注（設計1%：

建設9%）、維持管理（設計4%：建設

11%）などがあった。

　設計事務所と総合建設会社を併せ

て、BIMツールのキャリアによる

活用フェーズの違いを見るため、勤

全体的にBIMツールを活用する建設フェーズは、計画や意匠設計などプロジェクトの上流段階での活用が圧倒的に多
い。しかし、総合建設会社では施工管理に6割以上、現場での作業に3割以上が活用しており、「施工BIM」が急速に広
まっていることがわかった。また、BIM活用のキャリアが長いほど、各建設フェーズや用途で活用度が高くなっている。

0 20 40 60 80 100

事前検討

基本計画

意匠設計

詳細設計

構造設計

設備設計

設計図書の作成

見積もり

現場作業

施工管理

監理

工場への外注

維持管理

その他
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見積もり
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図21. 設計事務所と総合建設会社の活用フェーズの違いは？ 図22. BIMのキャリアによる活用フェーズの違いは？

N=271　マルチアンサー
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BIMの効果／活用業務
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務先が「5年以内（2016年以降）に

導入」（回答者数119人）と「6年以

上前（2015年以前）に導入」（同・

126人）に分けて集計してみた。

　その結果、各建設フェーズすべて

の活用率で、BIMの活用キャリア6

年以上の企業が、 キャリア5年以内

の企業を上回っていた（図22）。

　特に差が大きかったのは、設計図

書の作成（5年以内29%：6年以上

53%）だ。3DのBIMモデルから2D

の図面を高品質で作るのは、テン

プレートやBIMパーツなどの「ライ

ブラリー」をしっかり標準化し整備

しておく必要があるので当然と言

えるだろう。

用途は「BIMモデルの閲覧」
がトップに

　同じ回答者に「BIMツールを使っ

て行っている作業」について「現在、

使っている」、「今後、新たに使いた

い」に分けて答えてもらった。その

結果、「現在、使っている」作業のト

ップはBIMモデルの閲覧（76％）だ

った（図23）。以下、建設フェーズ

の上流段階での作業が多く、下流に

行くに従って少なくなる傾向が見ら

れた。一方、「今後、新たに使いたい

作業」は、下流段階の作業ほど多く

なった。

　現在は使っていないが、今後、使

いたいという回答が特に多かった

のは、工場の工作機械の制御（現在

3%：今後37%）、工場の運用・維持

管理（現在4%：今後38%）で、どち

らも10倍程度の“伸び代”が期待さ

れた。このほか、部材コードによる

部材管理（現在7%：今後41%）、工

場製作、プレハブ化の推進（現在

13%：今後40%）など、工場製作の

業務とBIMの連携への期待が高い

ようだ。

　コスト管理関係では、原価計算、

原価管理（現在10%： 今後47%）、

積算（現在21%：今後52%）への

BIMツール活用の拡大を期待する

声が多い。

　また空調・風解析（CFD）（現在

21%：今後41%）、照明解析（現在

18%：今後45%）、LEED認証に

求められる計算（現在5%：今後

41%）、CASBEE認証に求められ

る計算（現在6%：今後47%）など、

環境関連分野でのBIM活用を志向

する回答者も多かった。

BIMモデルの閲覧

意匠設計のプレゼンテーション

空間利用計画の検討

部材の干渉チェック

各種の設計チェック

施工手順のプレゼンテーション

施工図の作成

建築確認申請書類の作成

施主や周辺住民への施工手順の説明

構造解析

空調・風解析(CFD)

照明解析

エネルギー解析

LEED認証に求められる計算

CASBEE認証に求められる計算

施工手順のプレゼンテーション

部材の干渉チェック(動的な4次元で)

原価計画、原価管理

積算

分類コードによる部材管理

建物自体や施工現場の安全解析

工場製作、プレハブ化の推進

工場の工作機械の制御

工場の運用・維持管理

その他

わからない

0 20 40 60 80

(静的な3次元で)

(静的な3次元で)

(動的な4次元で)

図23. BIMツールを使っている作業は？

N=271　マルチアンサー
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7割以上が3Dによる
設計の可視化効果を実感

8割以上が
BIMのメリットを生かす

　勤務先でBIMを導入している回

答者271人に、BIMによって生産

性が向上したかどうかについて聞い

た。「あなたの勤務先は、BIMツー

ルのメリットをどのくらい生かして

いると思うか」という質問に対する

回答が、図24のグラフだ。

　「最大限に生かしている」（4％）と

「かなり生かしている」（18％）を合

計すると、22%がBIMツールのメ

リットを生かした使い方をしてい

るようだ。また、半数以上が「一部

だけ生かしている」（64％）と答え

た。また「ほとんど生かしていない」

（15％）は少数派で、BIMツールの

メリットを生かしている企業が大多

数と言えそうだ。

企業の3割で25%以上の
業務効率を改善

　BIMツールによる業務効率の改

善効果を定量的に明らかにするた

め、「BIMツールの導入によって業

務効率はどの程度、上がったと思う

か」と質問した結果を、設計事務所

（組織設計事務所と意匠設計事務所

の合計。回答者数：114人）と、総

合建設会社（回答者数：120人）に分

けて集計した（図25、図26）。

　設計事務所は業務効率改善効果

が「100%以上、上がった」（10％）や

「50～100%未満、上がった」（11％）

という回答がそれぞれ1割ずつあっ

たほか、「25～50%未満、上がっ

た」（17％）も2割近かった。10%

以上の業務改善効果があったとい

う回答者は半数を超えた（図25）。

　一方、総合建設会社は設計事務所

に比べて業務効率の改善効果はや

や低い傾向にあった。「100%以上」

（1％）はごくわずかで、「50～100%

未満」（8％）は1割弱、「25～50%

未満」（17％）と「10 ～ 25%未満」

（19％）はそれぞれ2割弱という結

果になった。 しかし10%以上の業

務改善効果があったという回答者

は、半数を超えた（図26）。

勤務先でBIMを導入している回答者271人に、BIMによる業務効率改善の定量的評価や生産性向上が既に実現して
いること、今後、期待できることについて聞いた。その結果１、半数以上の回答者が「生産性向上効果があった」、そし
て7割以上が「3Dによる設計の可視化によるコミュニケーションや理解度の改善」があったと回答した。

ほとんど生かしていない
14.8%

一部だけ生かしている
63.5%

かなり生かしている
18.1%

最大限に生かしている
3.7%

図24. BIMツールのメリットを
　　　生かしているか？
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図25. 設計事務所の業務効率改善効果は？

図26. 総合建設業の業務効率改善効果は？

N=114　シングルアンサー

N=120　シングルアンサー

BIMの効果／生産性向上
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　2010年の前回調査でも、設計事

務所、総合建設会社はそれぞれ約半

数が「10%以上の改善効果」だった

ので、今回の調査も10年前と非常

に似た傾向を示している。

設計の可視化が
生産性向上のトップに

　BIMツール導入による生産性向

上効果は、どんなところに表れてい

るのかを調べるため「生産性が向上

した項目」と「今後、生産性向上を期

待する項目」について聞いた。その

結果を先ほどと同様に設計事務所と

総合建設会社に分けて集計したのが

図27と図28のグラフだ。

　まずは設計事務所の結果を見て

みると、「3Dでの設計可視化による

コミュニケーションや理解度の改

善」（75％）がトップで全体の4分の

3に及んだ。続いて「設計図書間で

の整合性がとりやすくなった」（56

％）、「顧客に対してよい印象を与

えられた」（50％）がベストスリー

となった（図27）。

　一方、今後に期待することとして

は「工程や工期の短縮」（53％）、「プ

ロジェクト全体のコスト削減」（50

％）、「RFI（情報提供依頼書）の削減」

（49％）という回答が多かった。

　総合建設会社でも、生産性向上効

果は「3Dでの設計可視化によるコ

ミュニケーションや理解度の改善」

（74％）がトップで設計事務所と同

じく4分の3の回答者が指摘した

（図28）。続いて「顧客に対してよい

印象を与えられた」（56％）、「設計

図書間での整合性が取りやすくなっ

た」（53％）と、順位はやや違うもの

のベストスリーは設計事務所と同じ

だった。

　ただ今後に期待することとして

は、「プロジェクト全体のコスト削

減」（63％）が最も多く、「工程や工

期の短縮」（59％）、「設計変更に伴

う手間やコストの減少」（58％）が

高かったのが特徴的だった。
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プロジェクトのスムーズ化

図面の承認・了解の時間短縮

3Dでの設計可視化による

顧客に対してよい印象を与えられた

設計図書間での整合性がとりやすくなった

施主の設計・施工への参画によるコラボレーション

質疑応答や手戻り・調整が減るなど

設計データ共有や統合、再利用がしやすくなった

個人の生産性が向上

設計変更に伴う手間やコストの減少

建設現場での安全性向上

工程や工期の短縮

環境問題に対してよい印象を与えられた

プレハブ化の推進

プロジェクト全体のコスト削減

RFI（情報提供依頼書）の削減

その他

コミュニケーションや理解度の改善
3Dでの設計可視化による

設計図書間での整合性がとりやすくなった

顧客に対してよい印象を与えられた

設計変更に伴う手間やコストの減少

質疑応答や手戻り・調整が減るなど

個人の生産性が向上

施主の設計・施工への参画によるコラボレーション

設計データ共有や統合、再利用がしやすくなった

図面の承認・了解の時間短縮

環境問題に対してよい印象を与えられた

工程や工期の短縮

プロジェクト全体のコスト削減

RFI（情報提供依頼書）の削減

建設現場での安全性向上

プレハブ化の推進

その他

プロジェクトのスムーズ化

コミュニケーションや理解度の改善

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0 

74.6% 
18.4% 

56.1%
28.1%

50.0%
21.1%

39.5%
39.5%

38.6%
38.6%
36.8%
41.2%

35.1%
38.6%

31.6%
45.6%

30.7%
47.4%

14.0%
41.2%

12.3%
52.6%

10.5%
50.0%

7.0%
49.1%

6.1%
43.9%

0.9%
46.5%

0.9%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.7％

74.2% 
16.7% 

55.8%
19.2%

52.5%
32.5%
41.7%

33.3%

40.8%
40.0%

32.5%
40.8%

32.5%
42.5%

24.2%
50.8%

18.3%
57.5%

16.7%
48.3%

14.2%
59.2%

10.8%
38.3%

10.0%
49.2%

10.0%
63.3%

9.2%
42.5%

0.8%

図27. 設計事務所の生産性が向上したことは？ 図28. 総合建設会社の生産性が向上したことは？
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BIMキャリアと属性情報、
LODの活用に相関関係が

CG、図面作成のための
属性情報が先行

　勤務先でBIMツールを導入して

いる回答者271人に、「BIMモデル

にどのような属性情報を入力してい

るか」を聞いた。全員の回答結果と、

設計事務所（組織設計事務所と意匠

設計事務所の合計。 回答者数：114

人）、 総合建設会社（回答者数：120

人）に勤める回答者の結果を抜き出

してまとめたのが図29のグラフだ。

　全体では「パースやCGの作成に

必要な情報」（64％）が1位、「紙図面

の出力に必要な情報」（62％）が2位、

「数量表、建具表の作成に必要な情

報」（49％）が3位と、CGや設計図

書など、紙の成果品を効率的に作成

するために、ほぼ半数以上の企業で

属性情報が使われていることがわか

った。

　「見積もりに必要な情報」（27％）

や「構造解析・エネルギー解析などに

必要な情報」（13％）、「運用・維持管

理に必要な情報」（10％）は、比較

的、少なかった。これらの業務では、

まだBIMモデルの活用が十分行わ

れていないことがうかがえる。

　設計事務所と総合建設会社を比べ

てみると、設計事務所の方が紙の成

果品作成に必要な属性情報の活用度

が高い。 一方、 建設会社は見積も

り、解析、運用・維持管理の各業務に

必要な属性情報の活用度が、設計事

務所に比べて1.5倍～ 2倍程度、高

いことがうかがえる。

BIMモデルの特徴は、建物の各部材を3D形状で表すとともに、BIMの“I”とも言われる「属性情報」を利用して、様々
な業務を自動化できることだ。また、建設フェーズに応じてBIMモデルの詳細度（LOD）を適切に管理することで、
BIMモデル作成の労力に対する効果を最大化することができる。 属性情報の利用と詳細度の管理をBIM導入企業に
たずねたところ、BIMキャリアの長さと相関関係があることがわかった。
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図29. 設計事務所と総合建設会社の「属性情報」入力の違いは？ 図30. BIMのキャリアによる「属性情報」入力の違いは？
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BIMキャリアと属性情報の
活用度が比例

　属性情報の活用度を「2016年以

降にBIMを導入した企業」と「2015

年以前にBIMを導入した企業」分けて

分析すると、どの属性情報も「2015

年以前にBIMを導入した企業」の方

が活用されていることがわかった

（図30）。BIMを使っていくうちに、

属性情報の便利さに気付き、活用度

が高まっていくことがうかがえる。

LOD管理は
建設会社の方がシビアに

　続いて、「BIMモデルの詳細度

（LOD）を管理しているか」について

聞いたところ、全体の4割が「特に管

理していない」と答えた（図31）。

　LOD管理の方法としては、「詳細

度の社内基準的なもので管理してい

る」（20％）が最も多く、「プロジェク

トごとに設定されるBIMガイドライ

ンに沿って管理している」（17％）、

「LODを数値（LOD200など）でし

っかり管理している」（10％）、「国

土交通省の『官庁営繕事業における

BIMモデルの作成及び利用に関す

るガイドライン』（BIMガイドライ

ン）を参考に管理している」（8％）と

いう順番になった。

　設計事務所と総合建設会社を比較

すると、建設会社の方がLOD管理を

しっかり行っていることが明らかに

なった。特に「LODを数値でしっか

り管理している」という建設会社の

回答は設計事務所の約3倍だ。

　施工段階のBIMモデルは、 設計

段階のモデルよりも部材の形状や仕

様などが一段と細かくなる。個人の

判断に任せておくと、ズルズルと必

要以上に細かいBIMモデルを作り

がちになってしまい、かえって生産

性の低下が生じる。そのためもあ

って、LOD管理を徹底していると

考えられる。

BIMキャリアと
LODの活用度も比例

　BIMのキャリアが長いほど、LOD

管理を行っている度合いが高く、各

項目とも1.1～2.5倍程度の差が出

た（図32）。BIMの活用が進むにつ

れ、 必要十分な精度のBIMモデル

作成を追求しているようだ。
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図31. 設計事務所と総合建設会社の詳細度（LOD）管理の違いは？ 図32. BIMのキャリアによる詳細度（LOD）管理の違いは？
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設計者に続き、元請け、
施主の活用価値を高く評価

意匠設計者の
活用価値を高く評価

　施主、設計者、建設会社、メーカ

ーと、多くの職種がかかわる建設プ

ロジェクトでBIMを活用したとき、

どの職種が最も恩恵（＝活用価値）を

享受するのだろうか。そこで、勤務

先でBIMを導入している271人の

回答者に「プロジェクト全体にわた

ってBIMを活用したとき、それぞれ

の職種でどの程度BIMの活用価値

があると思うか」を聞いた結果が図

33のグラフだ。

　BIMの活用価値が「非常に高い」

「高い」を合わせた回答をみると、最

も活用価値が高いのは意匠設計者

（合計87％）だった。続いて設備設

計者（同77％）、構造設計者（同

74％）と、トップスリーは設計者が

占めた。

　しかし僅差で元請け建設会社（同

73％）と施主（同70％）が続いてお

り、施主および施主に直接対応する

設計者、元請け建設会社はいずれも

BIMの活用価値が高いと考えられ

ている。

　その理由として、21ページで紹

介した「BIMツールで生産性が向上

したこと」の上位を「3Dでの設計可

視化によるコミュニケーションや理

解度の改善」と「顧客に対してよい印

象を与えられた」占めたことが挙げ

られるだろう。

　施主は従来の2次元図面ベース

での説明より、BIMモデルの方がわ

かりやすい。また、設計者や元請け

建設会社は施主に対してBIMによる

説明を行うことで、スムーズな合意

形成を行え、施主からも好印象を持

ってもらえる。こうしたBIMの最も

シンプルなメリットを享受できるの

である。

　一方、専門工事会社（同62％）、

建材・設備メーカー（同51％）、運用

維持・管理担当（59％）は、やや活用

価値が低いという結果になった。こ

れらの職種は基本的にプロ同士の関

係で仕事を行うため、「3Dによって

素人にもわかりやすい」というBIM

のシンプルメリットを生かす機会が

少ないからと推察される。

　工場では製造業向けのCAD/

CAMシステムが稼働しており、

BIMとの互換性はない。 今後は

BIMとの連携を高めていくと、新

たな活用価値が生まれそうだ。

BIMツールの活用価値を職種別で見てみると、最も活用価値があると評価されたのは意匠設計者だ。続いて設備設計
者、構造設計者と、トップスリーはすべて設計者が占めた。しかし、僅差で元請け建設会社と施主がそれに続いてい
る。BIMの活用スキルも設計者には高いレベルが求められている。しかし、施主にはBIMモデルを見られるだけのス
キルがあればいいと考える回答者が大半だった。
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図33. それぞれの職種でのBIMの活用価値は？ 図34. 取引先に求めるBIMスキルは？
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高度なBIMスキルが
求められる設計者

　続いて、「発注者や取引先に対し

て、どの程度のBIMスキルを求める

か」をたずねたところ、意匠（73％）・

構造（62％）・設備（62％）の各設計

者に対しては、「BIMモデルを作れ

る」レベルとした回答者が多数を占

めた（図34）。 建設前にバーチャル

な空間で建物の設計を行うこれらの

職種では、3Dによる検討が欠かせ

ないため、当然の結果とも言える。

　一方、施工段階以降で「BIMモデ

ルを作れる」スキルを求める声は、

元請け建設会社（52％）、専門工事

会社（37％）、建材・設備メーカー

（35％）と、設計者に比べると割合

が少なくなり「BIMモデルを修正で

きる」スキルでよいとする声が多く

なっている。その理由は、施工段階

以降は一からBIMモデルを作る機

会は少なく、現場ではBIMモデルの

一部修正で対応できる場合が多いか

らと考えられる。

　また、 施主に対しては「BIMモデ

ルを見られる」スキルがあればよい

という回答者が6割以上を占めた。

施主に対する満足度は
急上昇の余地も

　自社でBIMを活用しても、取引先

のBIMスキルが低ければ、せっかく

の努力も水の泡になる。そこで「発

注者や取引先のBIMスキルに満足

しているか」を聞いてみた。結果は

非常に厳しく、「満足している」とい

う回答者が最も多かった意匠設計者

（10％）もやっと1割だった。 続い

て構造設計者（7％）、設備設計者（6

％）と元請け建設会社（6％）、 そし

て施主（5％）となった（図35）。

　ただ、施主に対してはBIMモデル

を使ったプレゼンテーションを聞い

てもらうことはあっても、施主自身

がBIMモデルを使って、設計や施工

計画を見てもらう機会はまだあまり

多くない。そのためか施主に対する

満足度は、「わからない」「無回答」が

最も多く、半数以上を占めている。

　一方、施主に求めるスキルは

「BIMモデルを見られる」レベルで

十分だ。今後、施主にスマートフォ

ンやタブレットなどでBIMモデルを

見てもらう機会が増え、スムーズな

コミュニケーションや理解度によ

って効率的にプロジェクトが進む

ようになれば、 施主のBIM活用ス

キルに対する満足度は急上昇する余

地を残している。

競合企業の
BIM活用度を意識

　「取引先や競合企業でのBIMツー

ルの活用度をどう思うか」について

聞いた。その結果、競合企業のBIM

ツール活用度を「高い」（22％）、「自

分たちと同程度」（36％）と高く意

識している回答者が多かった（図

36）。

　一方、外注先や発注元の活用度は、

「BIMを使っていない」「低い」と評

価する回答者が圧倒的に多かった。

仕事上での必要性でBIMを導入す

る場合、競合企業を意識している姿

がうかがえる結果となった。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

運用維持・管理担当

建材・設備メーカー

専門工事会社

元請け建設会社

設備設計者

構造設計者

意匠設計者

施主

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

発注元

外注先

競合企業

図35. 取引先のBIMスキルに対する満足度は？ 図36. 取引先や競合企業でのBIMツール活用度は？
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BIMによるサプライチェーン開始

BIMモデルによる建築確認申請
民間主導で導入が進む

BIMモデルの活用は組織の内部だけにとどまらず、受発注者や元請け・下請け企業をまたいで行われるようになって
きた。その狙いは、設計業務や建築確認申請、見積もり、資材発注などの業務を電子化し、生産性を大幅に向上させるこ
とにある。紙ベースの業務から、「BIMによるサプライチェーン」構築による電子商取引が、いよいよ本格化してきた。

　清水建設と指定確認審査機関であ

る日本建築センターはRevitで作成

したBIMモデルを使って、建築確認

申請の法適合審査を行うシステムを

共同開発したことを2020年3月24

日に発表した。

　例えば、防火設備の法適合審査を

行うときは、Revitの画面上で審査用

のプログラムを起動すると「延焼の

恐れがある範囲」が作成される。そ

して外部建具の防火性能を自動判

定し、法に適合しているかどうかを

BIMモデル上に色分け表示する、と

いうものだ。

　このシステムは、法関連情報を属

性情報に持つBIMオブジェクト（フ

ァミリ）、審査画面や確認申請図書を

見るテンプレート、そしてBIMモデ

ルの情報から法適合を自動判定する

承認プログラム（VPL）からなる。

　法適合を行うVPLは、Revitのア

ドインソフトDynamoを使って「平

均地盤面算定」、「防火区画の開口部

性能判定」、「延焼範囲内の開口部性

能判定」、「排煙チェックツールの改

善」などを開発した。

　今後、様々な法適合自動判定プロ

グラムが整備・承認され、審査機関

がBIMの扱いに慣れれば、審査期間

は最大半分まで短縮される見込み

だ。清水建設と日本建築センターは、

床面積約8000㎡、8階建て程度の実

物件で、このシステムを事前審査の

支援ツールとして活用し、建築確認

申請の業務を試行する予定だ。

　BIMモデルを使った建築確認申請

の草分けは、2016年8月に審査機関

の住宅性能評価センターが、フリー

ダムアーキテクツデザインから提出

された4号建築物のRevitデータを

元に審査を行い、同年8月に日本初

の確認済証を交付した事例がある。

　このほかBIMモデルを使った建築

確認申請の事例には2018年度には、

大和ハウス工業と審査機関の日本

ERIがホテルや事務所ビルを対象に

行った例などがある。ARCHICADや

GLOOBEで作成したBIMモデルに

よる建築確認申請も行われている。

スーパーゼネコンが連携
構造用BIMオブジェクトを統一

　構造設計に「Revit」を活用する

大林組、清水建設、大成建設のスー

パーゼネコン3社は、2018年12月、

柱や梁の設計に使うRevit用のBIM

オブジェクト（ファミリ ）の仕様を

共通化したことを発表した。

　BIMモデルのデータ流通性を高め

るためには、BIMモデルやファミリ

のパラメーターや属性情報の定義

を、建設会社間で共通化することが

有効という認識で一致し、梁や柱の

ファミリ仕様の共通化が実現した。

　それまでは各社で属性情報の仕様

がバラバラになっていたため、BIM

モデルから部材を製作する鉄骨ファ

ブリケーターは、建設会社ごとの仕

様に合わせて個別にデータ変換を行

う必要があり、手間ひまがかかって

いた。

　2020年4月には鹿島も参加して

鉄筋コンクリート構造用のファミリ

についても共通化を発表した。これ

らのファミリの活用を、設計事務所

や建設会社にも呼びかける。

属性情報が共通化された梁のファミリ（資料：大林
組、清水建設、大成建設）

事 例　3 BIM連携

不適合の場合はBIMモデル上にマゼンタで色分け表示
される（資料：清水建設）

Rev i tのB IMモデル上で延焼の恐れがある範囲を
Dynamoで作成（資料：清水建設）
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大成建設のBIM仕様を公開
パッケージ化した「BooT.one」

　BIMの草創期から、テンプレート

やファミリなどの社内BIM規格を地

道に整備する作業を行ってきた大成

建設は2019年7月、同社が蓄積して

きたこれらのBIM資産を集大成し、

「BooT.one」というRevit用アドイン

パッケージを開発。応用技術の「to 

BIM」ブランドとして提供を始めた。

　発売当初の「BooT.one」には60個

以上のコマンドや、約3000個の厳選

されたファミリ、様々な図面や数量

表を作成するためのテンプレートや

材質を表現するマテリアルなどが含

まれていた。

　「BooT.one」を使うことで、同じ

ルールで整合性の取れたBIMモデル

や図面を作成することができる。

Revitユーザーの間でBIMモデルの

仕様を統一し、生産性向上に寄与す

る取り組みとも言えそうだ。

BIMオブジェクトの公開進む
メーカー、商社から公的機関まで

　BIMに普及にともない、BIMオブジ

ェクトを、建材・設備メーカーが公開

する動きが活発化してきた。

　衛生機器メーカーのTO TOは

2018年4月に、自社製品をRevit用の

ファミリにして無償提供を始めたほ

か、対応BIMソフトをARCHICAD、

GLOOBEや主要設備系BIMソフト

などに拡大した。

　昇降機器メーカーの東芝エレベー

タは2012年からエレベーターやエ

スカレーターのBIMによる設計・施

工サービスを提供してきた。そして

2019年1月にはさらに、Revit用の

アドインツール「BIM昇降機計画ツ

ール」を無料公開した。昇降機の機種

やスペックを指定すると、建物の基

本設計に必要なBIMパーツを自動作

成できるものだ。

　三菱電機は、業務用エアコンや換

気扇製品のBIMオブジェクト提供を

開始し、空調・換気機器の選定支援

ソフト「SeACD」上でカタログデー

タを使った設計計算も行えるように

している。

　一方、異なる建材設備メーカーの

製品に対応したBIMオブジェクトを

横串で検索、ダウンロードできるサ

イトも増えている。

　丸紅アークログが運営するBIMオ

ブジェクトの総合検索プラットフォ

ーム「Arch-LOG」は、各社のBIMオ

ブジェクトを検索し、ダウンロード

できるほか、高画質のレンダリング

や各メーカーに製品サンプルを一括

請求する機能を持つ。

　大林組は、このサイトのBIMオブ

ジェクトを拡充し、プラットフォー

ムを活用するため丸紅アークログと

アライアンスを締結。大林組が整備

してきた建築、構造、設備などの

様々な用途のBIMオブジェクトを

Arch-LOGに提供するとともに、設

計部門全体で同サイトを利用する。

さらにオブジェクトが充実すれば、

施工部門にも展開していく方針だ。

　このほか、BIMオブジェクトの

ダウンロードサイトとしては、野原

ホールディングがスウェーデン企業

企 業 と 共 同 出 資 し 、 新 会 社

「BIMobject Japan」を設立した。

　また、2015年10月には一般財団

法人建築保全センターが事務局とな

り、「BIMライブラリーコンソーシア

ム」が発足した。適切な属性情報が

付いたBIMオブジェクトを標準化

し、供給することを目的としている。

2019年8月にはBIMライブラリ技

術研究組合に移行し、活動を続けて

いる。

設計から積算、入札、発注まで
一連業務をワンストップ化

　設計から積算、入札、発注までの一

連の業務を、BIMとEC（電子商取引）

によってワンストップ化するために、

2018年9月に「BIM-ECコンソーシ

アム」が発足した。

　メンバーには、建材メーカーやソ

フトベンダーのほか、家電メーカー

や金融機関、設計事務所、人材派遣

会社までが含まれる。

　活動・研究内容は、建材のECや

BIMとECの連携、運用ルールの検討

など。BIM-ECが実現することでス

ピーディーな取引やコスト削減、フ

ロントローディングの加速、発注者

に対する情報の透明化などが期待さ

れている。

複数のメーカー製品を検索できるArch-LOGの検索機能
（資料：丸紅アークログ）
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半数の企業が
「3年後には6割以上の活用率」へ

急速に高まる
BIMツールの活用率に

　勤務先でBIMツールを導入して

いる回答者271人に対し、「BIMツ

ールを活用するプロジェクトの比

率」について聞いた結果が図37の

グラフだ。

　現在の活用率は低い方が多い

傾向を示しており、90%以上（11

％）、60～90%未満（12％）、30

～60%未満（17％）、15～30%未

満（16％）、そして15%未満（31％）

が3分の1を占めている状況だ。

　こうしたデータを見るとBIMツ

ールは導入したものの、まだ2次元

CADなど従来のツールによる設

計・施工と並行して活用している例

が多いと言える。

　参考までに、2010年の調査で

は、15%未満の活用率の企業が過

半数だった。当時は企業の中でごく

一部のメンバーがBIMツールを活

用しているのに過ぎなかったが、現

在はかなりBIMツールを活用する

メンバーが増えてきていることがう

かがえる。

　一方、2～3年後の活用率は逆に

高い方が多い傾向を示している。

90%以上（33％）が3分の1を占め、

続いて60～90%未満（17％）、30

～60%未満（16％）、15～ 30%

未満（17％）、そして15%未満（6％）

といった具合だ。

　現在、BIMツールを導入している

企業の約半数は、2～3年後には6

割以上のプロジェクトでBIMツー

ルを活用するようになり、2次元

CADなどを逆転するようになるこ

とが予想される。

設計事務所と
ゼネコンの活用率はきっ抗

　BIMツールを活用するプロジェ

クトの比率について、設計事務所と

総合建設会社の違いを分析したの

が図38のグラフだ。90%以上の

プロジェクトでBIMツールを活用

している企業は設計事務所（15

％）の方がゼネコン（7％）を2倍以

上、上回った。しかし、90%未満の

活用率の分布は、設計事務所とゼ

ネコンが似たような傾向を示して

いることがわかった。

BIMキャリアの差が
活用率に反映

　BIMを導入した年によって、BIM

ツール活用率がどう違うかを分析

したのが、図39のグラフだ。結果を

見るとBIM活用率が「60～90％未

満」と「90％以上」の企業は、2015

年以前にBIMを導入した企業が、

2016年以降の企業の約2倍あり、

30～60%未満の活用率でも1.4倍

程度の違いとなっている。

　逆に活用率15%未満は2016年

以降にBIMを導入した企業が2.4

倍程度、リードしている。当然の結

果だが、BIMキャリアが長いほど、

BIM活用率も高くなることがデー

タでも裏付けられた。

建設プロジェクトにおけるBIMツールの活用率はまだプロジェクトの半数未満の企業が多いようだ。しかし、2 ～ 3
年後になると活用率がぐっと高まり、半数の企業が6割以上、そして3分の1の企業が9割以上のプロジェクトでBIM
ツールを活用する見込みだ。また、SDGs（持続可能な開発目標）やZEB（ゼロエネルギービル）への活用も増えそうだ。
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図37. BIMツール活用プロジェクト比率は？（現在と2～３年後の違い）
現在 2～3年後

BIMの将来展望／実案件への活用率
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ZEBやSDGsへの活用は
増える予測

　建物から排出されるCO2は非常

に多く、地球温暖化など地球環境問

題の大きな原因となっている。その

解決策として、省エネルギー化や太

陽光発電などの再生可能エネルギー

を導入してエネルギー消費を限りな

くゼロに近づけたZEBの実現が期

待されている。

　さらに2015年9月の国連サミッ

トでは、2030年までに持続可能で

よりよい世界を目指す国際目標

SDGs（エス・ディー・ジーズ）が採

択された。

　この取り組みのゴールには「気候

変動に具体的な対策を」というZEB

と大きく重なるものや、「住み続け

られるまちづくりを」、「エネルギー

をみんなに、そしてクリーンに」、「陸

の豊かさも守ろう」など、建築や土

木と密接な関係をもつものを含ま

れている。

　アンケートでは、BIM導入企業の

回答者を対象に、今後、これらの分野

へのBIMツール活用は伸びると思

うかについて聞いた。

　まず図40のグラフは、回答者全

員と設計事務所、総合建設会社勤務

者の回答を比較したものだ。回答者

全員では、8割が「伸びる」と答え

た。その内訳は「今と同程度の伸び」

（37％）が最も多く、続いて「早急に

伸びる」（33％）、「急激に伸びる」（9

％）という順だった。

　設計事務所とゼネコンを比較する

と、設計事務所に比べて総合建設会

社の回答者の方が「早急に伸びる」

「急激に伸びる」と回答した人が多

かった。

　一方、図41のグラフは、BIMキャ

リアの長短による見方の違いを見

るため、2016年以降にBIMを導入

した企業と、2015年以前に導入し

た企業の回答者に分けて分析した

ものだ。この結果を見ると、BIMキ

ャリアの長さによる目立った違いは

見られなかった。
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図38. 現在のBIMツール活用率は？
　　　（設計事務所とゼネコンの違い）

図39. 現在のBIMツール活用率は？
　　　（BIMキャリアによる違い）

全体 組織＋意匠 総合建設業 全体 2016年以降 2015年以前

図40. ZEBやSDGsへの活用は？
　　　（設計事務所とゼネコンの違い）

図41. ZEBやSDGsへの活用は？
　　　（BIMキャリアによる違い）

全体 組織＋意匠 総合建設業 全体 2016年以降 2015年以前
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8割の回答者が
建設業や働き方の変革を予測

働き方改革に
最も大きな期待が

　勤務先でBIMツールを導入して

いる回答者271人に、「デジタル化

に関する以下の記述に、どの程度、

同意するか」を聞いた結果を「そう

思う」が多かった順に並べたのが

図42のグラフだ。

　最も多かったのが「デジタル化は

我々の働き方を変える」（84％）で、

「デジタル化は建設業全体を変え

る」（79％）、「デジタル化は建設業

の生産性を向上させる」（77％）が

続いた。

　BIMツールを導入した企業では、

従来の手作業が単にデジタルデータ

化されただけではなく、BIMツール

以前にはありえなかった業務の効率

化や省力化、生産性向上の実例を、回

答者自らが経験している。デジタル

化が進行した建設業界の将来を、リ

アルに予測したものと言えそうだ。

　逆に4位は「建設業は他の産業に

比べてデジタル化に遅れをとってい

る」（76％）、5位は「デジタル化に

対応できない建設業者は生き残れな

い」（68％）と、デジタル化への期待

に対して、現在の建設業が抱えるデ

ジタル化の遅れを指摘する回答が続

いた。

　続く6位「デジタル化は建設業が

持続可能性に対応することを助けて

くれる」（65％）と7位「デジタル化

は建設業における健康と安全を向

上させる」（53％）、8位「デジタル

化は工期を短縮させる」（52％）と

いう回答だった。これらは、デジタ

ル化が建設業の地球環境問題や安

全衛生面、労働時間などの改善効

果を期待するもので、国連サミット

で採択されたSDGs（持続可能な開

発目標）とも密接にかかわっている。

　ここまでの項目は、デジタル化が

建設業にもたらす効果として、回答

者の半数以上が同意している。

　一方、「デジタル化は輸出を増や

してくれる」（20％）、「2030年ご

ろまで、建設業の仕事の進め方は現

在と変わらない」（17％）は2割未

満にとどまった。デジタル化で建設

業が輸出産業に変わると考える回

答者は少ないものの、過去数十年に

わたり変わらなかった建設業の仕

事の進め方が今後、10年間で大き

く変わっていくという「心の準備」

ができている回答者は多いようだ。

緒に就いたばかりの
デジタル変革

　BIM導入企業に務める回答者に、

「勤務先はデジタルトランスフォー

メーションの取り組みがどの段階に

BIMツール導入をはじめとするデジタル化が建設業界全体で進行すると、もはや建設情報のデジタル化にとどまらず、
社会全体で進行しつつある「デジタルトランスフォーメーション」（デジタル変革）の一部となり、建設業全体のワーク
フローや働き方の改革へと大きな変化をもたらすことが予想される。BIM導入企業に勤める回答者の8割が、デジタル
変革によって建設業全体や働き方が変革することを予測した。
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いると思うか」をたずねた結果が図

43のグラフだ。

　最も多かったのは「始まったばか

り／初期段階にある」（45％）で、約

半数の回答者が、勤務先ではデジタ

ルトランスフォーメーションに対す

る取り組みが緒に就いたばかりと答

えた。

　また、勤務先ではBIMツールを導

入済みにもかかわらず、「まだ着手

していない」（34％）という回答者

が3分の1もいたことは、まだBIM

ツールの活用が、本格的な生産性向

上や省人化などデジタルトランス

フォーメーションへと続くほどの

効果を上げていないことを示してい

るとも言えそうだ。

　一方で、「取り組みの真っ最中で

ある」（19％）という回答者が2割お

り、ごく少数ながら「目標に近づい

ている」（1％）、「既に目標を達成し

た」（1％）という回答者もあった。も

はや、建設業のデジタルトランスフ

ォーメーションは、現実的な目標と

なってきたようだ。

デジタル化の
コラボレーション効果に期待

　BIM導入企業に務める271人に

「デジタル化に対応することで、あ

なたの仕事はどう変わると思うか」

についてたずねた結果が図44のグ

ラフだ。

　「完全に変わる」と「大きく変わ

る」の回答を合わせた順に並べてみ

たところ、1位は「顧客とのコミュ

ニケーション」（計82％）、2位は

「外部との協業」（ 計80％）、3位は

「社内との協業」（計77％）と、顧客

や取引企業、社内とのコミュニケー

ションやコラボレーションに関する

ものがトップスリーを占めた。

　建設業の仕事スタイルはこれま

で、足を使って各地にいる顧客や外

部の取引企業などに出向き、打ち合

わせを繰り返し行いながら設計や施

工を進めていくものが多かった。し

かし、この方法だと、正味の仕事に比

べて「移動のムダ」が大きい。

　BIM導入企業の中には、クラウド

システムなどでBIMモデルを共有

しながら業務を進めているところも

増えている。その結果、「移動のム

ダ」の削減という最も重要で確実な

生産性向上を実感している回答者も

多い。コミュニケーションやコラボ

レーションの変革を予想する回答者

が多いのも納得できる。

　一方、「新しい仕事を開発する」

（ 計71％）、「新しい顧客を開拓す

る」（64％）という建設業の成長戦

略にかかわる効果は、過半数が認識

しているが、ベストスリーに比べて

やや少ない。建設業のデジタル化で

は、「製品・サービス」×「顧客」のド

メインを広げていく成長戦略より

も、既存の製品・サービスと顧客の

場で、仕事の進め方を改善してムダ

を省き、生産性向上を実現するイメ

ージが強いようだ。
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図43. デジタルトランスフォーメーションについて
　　　 あなたの勤務先はどの段階ですか？

図44. 「デジタル化」への対応であなたの仕事はどうかわるか？



32

AIやドローン、MRとBIMが連携

点群をBIMモデルに自動変換
デジタルツインを効率的に作成

BIMモデルの作成はこれまで、手作業によるところが多かった。またBIMモデルを建物として実現する過程でも、人間
による施工が多かった。これらの作業を自動化するため、BIMモデルとAIやドローン、MR（複合現実）デバイス、そし
て建設用3Dプリンターを連携させ、手作業に頼っていたバーチャルとリアルの変換作業を自動化する取り組みが行わ
れている。

　3Dレーザースキャナーで計測し

た点群データを、現況BIMモデル化

するとき、これまではBIMツールに

点群を読み込み、“3Dトレース”する

のが一般的だった。

　そこでエリジオンは、点群処理

ソフト「InfiPoints」とBIMツール

「Revit」を連携し、配管などの点群デ

ータを効率的にBIMモデル化する機

能を開発した。

　点群の形だけではなく、長さや径

などをRevitで編集できるデータと

して出力し、配管の規格などを属性

情報として受け渡すこともできる。

すでに形状の多くが出来上がった状

態から、Revitでのモデリング作業

が行えるので、現場のBIMモデルを

短時間に作成できる。

　一方、東芝と東芝エネルギーシス

テムは、プラント施設の複雑な煙突

やボイラー、配管などを3Dモデル化

するため、ドローンをプラント内で

飛行させて連続写真を撮影し、それ

をコンピューター処理で3Dモデル

化する技術を開発した。

　ドローンが構造物に接触しないよ

うにするため、あらかじめ地上型レ

ーザースキャナーでプラント施設の

3D形状を計測し、安全な距離を取っ

た飛行ルートを設定してから飛行さ

せている。

　3Dモデルにはドローンが撮影した

写真をリンクさせて管理している。

錆などの劣化箇所を画像解析で自

動発見することもできる。

BIMオブジェクトを一括配置
設計の自動化という新潮流

　建物のBIMモデルを作るとき、こ

れまでは膨大なBIMオブジェクトを

1つ1つ、手作業で配置していた。構

造計画研究所では、これらの作業を

アドオンソフトなどで自動化する技

術開発に取り組んでいる。

　例えば、マンション廊下の共用灯

を玄関ドアの中心と廊下の中心の交

点に一括配置したり、住戸内にシス

テムキッチンやユニットバス、ドア

などの建材・設備のBIMオブジェク

トを自動配置したりする技術だ。

　BIMオブジェクトに種類に応じて

「等ピッチで配置」「窓に合わせてカ

ーテンレールを配置し、幅も合わせ

る」「オブジェクトと専用のタグも

同時に配置」と、個別のルールを適

用しながら配置する。

　これらの自動化は一見、地味なよ

うだがBIMによる設計を自動化する

という最先端の時流に合ったもの

だ。設計段階での生産性向上に非常

に有効である。

点群データ（左上）をRevitのBIMモ
デル（右上）に変換するイメージ（資
料：エリジオン）

事 例　4 最先端技術

ドローンの飛行ルート（赤線）と作成
された点群データ（資料：東芝、東芝
エネルギーシステムズ）

マンションの住戸内に各種の建材設備を自動配置し
た例（資料：構造計画研究所）
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HoloLensで墨出し
測量機との連携で±1cmの精度も

　BIMモデルで設計した建物を建設

する際に、最初に行うのがBIMモデ

ルの壁や柱などの位置を現場に描き

込む「墨出し」作業だ。これまではせ

っかくBIMで設計しても、墨出し作

業は図面とメジャーなどによる手作

業で行っていた。

　そこでインフォマティクスは、MR

（複合現実）デバイス「Microsoft 

HoloLens（ホロレンズ ）」を使って

高精度の墨出しを行うアプリケーシ

ョン「GyroEye Holo」を開発した。

　HoloLensとは、Windows10で

動作するゴーグル型のコンピュータ

ーで、バーチャルなBIMモデルを実

際の現場と重ねて、実寸大・立体視

で見られるデバイスだ。

　バーチャルなBIMモデルを、リア

ルな現場に直接、投影したように見

ることができるので、墨出しの効率は

従来の方法に比べて画期的に向上

する。自動追尾型のトータルステー

ション「LN-100」と連携させること

で精度はさらに向上し、原点から数

十メートル離れても±1cm程度の高

精度を出すことに成功した。

　BIMモデルをHoloLensでMR化

するシステムは、ホロラボとSB C&S

が共同開発した「mixpace」や小柳

建設が開発した「HoloStruction」

などもある。

コンクリート構造物を自動造形
建設用3Dプリンターの開発

　セメント系の材料を使って、建物

の躯体を自動的に施工する建設用

3Dプリンターの開発は、欧米や中国

などで先行していたが、ここ数年、日

本でも開発が進んできた。

　その原理は、建物の3Dモデルを数

センチメートル厚の層で水平に切

断。その断面に沿ってセメント系材

料を薄く積み上げるという動作を繰

り返すというものだ。

　材料を積み上げていく間に、下の

方の材料はどんどん硬化していくの

で、型枠は必要ない。そのため、1軒

の住宅の躯体を1 ～ 2日ほどで造形

できる生産性の高さが特長だ。

　一方、3Dプリンターで造形する際

には、内部に鉄筋を入れにくいとい

う課題もある。そこで地震国の日本

では、必要な強度が保てるように、

材料や構造などの工夫も見られる。

　例えば大林組は、長さ3mの工業

用ロボットアームを使った3Dプリン

ターを開発した。デンカが開発した

3Dプリンター用特殊モルタルで、

打ち込み型枠を造り、その中に引っ

張り強度や曲げ強度を持つ「スリ

ムクリート」という常温硬化型のモ

ルタル材料を打設するという工法

を開発した。

　デンカが開発した特殊モルタル

は、圧送中は流動性を持ち、造形用

のノズルから出た後は形が崩れない

という特性を持っている。圧縮強度

はあるものの引っ張り強度はない。

　一方、スリムクリートは大林組が

開発したもので、長さ12㎜の高強度

鋼繊維が入っている。そのため圧縮

強度180N/㎟に対して、引っ張り強度

が8.8N/㎟、曲げ強度が32.6N/㎟と、

鉄筋を入れたのと同じような強度を

発揮できる。

　また、打ち込み型枠はコンクリー

トの断面積を50%程度削減できるの

で軽量化の効果もある。

　建設用3Dプリンターの実用化を

目指す開発は、大成建設や前田建設

工業、会沢高圧コンクリートなどが

行っている。BIMモデルを直接、構

造物に“変換”するロボットとして、

現場での活用が期待される。

大林組が開発した3Dプリンター。特殊モルタルで打
ち込み型枠を造形しているところ（写真：大林組）

打ち込み型枠の間に充てんされた「スリムクリー
ト」（写真：家入龍太）

HoloLensを通すと現場とBIMモデルが重なって見
える（資料：インフォマティクス）

HoloLensを着けた施工管理技術者（ 写真： 家入龍
太）
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「コスト」と「技術」がネックで、
4割がBIM未導入

勤務先の4割強が
「BIM未導入」

　全回答者480人のうち、「勤務先

でBIMは未導入」と答えた回答者は

201人にも上り、全体の42%を占

めた。“日本のBIM元年”と言われた

2009年から10年以上が経過し、

業界紙や専門誌、ウェブサイトなど

でBIM導入企業の成功事例を見聞

きする機会が増えているにもかかわ

らず、いまだにBIMツールを導入し

ていない理由を探った。

コストと技術が
BIM導入のネックに

　「勤務先でBIMは未導入」（201

人 ）と「BIM導入の有無がわからな

い」（8人）を合わせた209人の回答

者に対して、「勤務先がこれまで、

BIMツールを導入してこなかった

理由」をたずねた結果を、図46のグ

ラフに示した。

　BIM未導入の理由は、「ソフトの

価格が高すぎる」（60％）、「BIMを

使いこなす技術がない」（45％）、

「ハードの価格が高すぎる」（25％）

がベストスリーだった。4位の「社

内のサポート体制がない」（23％）

も含めると、BIMツールの価格とい

う「コスト」と、BIMツールを使い

こなす「技術」が、BIM導入への大

きなハードルになっていることがう

かがえる。

　ちなみに、2010年の調査結果で

も1位と2位は今回と全く同じ理由

だったので、コストと技術は、BIM

導入の根幹的な課題と言えそうだ。

　続いて、5位から8位まではほと

んど同じ人数で、「BIMの必要性を

感じない」（21％）、「施主や他社か

ら強い要請がない」（21％）、「BIM

導入の効果が分からない」（21％）、

「自社の業務にBIMが合っていな

い」（21％）という理由が並んだ。

　これらを一言で言うと、「BIMを

使うニーズや動機を感じない状況に

いる」ということになる。 つまり、

BIMモデルを扱うワークフローか

ら隔離された環境で、建築の設計や

施工の仕事をしているグループとい

うことになる。

　一方、「自社内のガイドラインが

ない」（13％）や「国の指針が整備さ

れていない」（6％）は、比較的、少数

にとどまった。

勤務先がまだBIMツールをまだ導入していないと答えた回答者は、全体の半数より少ないとはいえ、まだ4割強を占め
ている。BIMを導入していない理由は、「コスト」と「技術」が一番のネックになっていると言えそうだ。BIM未導入
が、バーチャルリアリティーやドローン、3次元プリンターなどの新技術活用の足かせになっている状況もうかがえる。

BIMの導入の有無がわからない
1.7%

BIMは未導入
41.9%

BIMは導入しているが、
導入年はわからない 
5.4%

それ以前（2008年以前） 
5.2%

8～11年前
（2012年～2009年）
9.8%

5～7年前
（2015年～2013年）
11.3%

2年前（2018年） 5.2%

3～4年前
（2017年～2016年）
12.9%

昨年（2019年） 6.0%
今年（2020年） 0.6%

図45. いつごろBIMツールを導入したか？ 図46. BIMツールを導入してこなかった理由は？
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BIMは新技術導入の
“登竜門”に

　少子高齢化が進む日本では今後、

15歳～ 64歳の「生産年齢人口」が

数十年にもわたって減少していくこ

とが確実だ。建設業界は今後、より少

ない人数で仕事をこなすことが求め

られ、省人化や生産性向上が求めら

れている。

　そこで最近の建設業界では、クラ

ウドコンピューティングやドローン、

3次元プリンター、さらにはAI（人工

知能）やロボットなど、従来の建設業

では考えられないほど、ICT（ 情報

通信技術）をベースにした新技術の

開発や導入が相次いでいる。

　BIMはこれまで、建物の設計や施

工を3Dモデルと属性情報によって

人間の仕事を効率化するために使わ

れてきたが、今後は上記の新技術を

使いこなすための「プラットフォー

ム」や、AI・ロボットと人間が意思疎

通を図る“共通言語”としても使わ

れる時代になってきた。

　そこで、今後の建設業界で有望視

されている、様々な新技術の使用状

況について、BIMを導入した企業と

未導入企業とで比較してみた。

　図47はBIM導入企業、図48は

BIM未導入企業の回答者に対して、

「現在、勤務先で使っている技術」に

ついてたずね、「現在、使っている」

の回答数が多い順に並べたものだ。

　「現在使っている技術」 について

は、BIM導入企業では、「VR/AR/

MR」（34％）やドローン（33％）、クラ

ウドコンピューティング（28％）、3

次元プリンター（22％）など、BIMモ

デルの活用と密接に関係するもの

が上位を占め、2 ～ 3割の企業が既

にこれらを利用しているという結果

になった。（詳しくは、15ページを参

照）

　一方、BIM未導入企業は、クラウ

ドコンピューティング（17％）とド

ローン（12％）が1位と2位を占め

た。これらは特にBIMや3Dモデリ

ングの技術がなくても使えるもの

だ。また、3位以下は、「VR/AR/

MR」（5％）、IoT（5％）、プレハブ化

（3％）、3次元プリンター（2％）と

並ぶが、 その使用割合はBIM導入

企業に比べると、かなり小さい数字

になっている。

　これらの新技術では、建物などの

形や大きさを表すデータとして3D

モデルが使われることが多い。しか

し、BIM未導入の企業は3Dモデル

の扱いに慣れていないため、新技術

の導入も進まないという構造が見て

とれる。

　つまり、BIMの導入は、建設業の

省人化や生産性向上をもたらす新技

術を使いこなすための“登竜門”と

も言えそうだ。
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図47. BIM導入企業の技術使用状況は？ 図48. BIM未導入企業の技術使用状況は？
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半数近くが
BIM導入の方向へ

　BIMの未導入企業に勤める回答

者209人に、「勤務先でBIMツール

の導入予定時期」をたずねた結果、

図49のようなグラフになった。

　「具体的な準備が進んでいる」（2

％）と「導入に向けた検討を行って

いる」（10％）を合わせて1割強が、

BIMツール導入に向けて進んでい

ると回答した。また、「具体的な準備

や検討は行っていないが、いずれ導

入すると思う」（32％）は全体の3分

の1を占め、BIM未導入企業も半数

近くが導入の方向にある。

　一方、「BIMは導入しないと思う」

（31％）も3分の1を占めた。残りの

回答者は導入予定について「わから

ない」（25％）とした。

　34ページで示したBIMツール導

入時期のグラフでは、ここ3 ～ 4年

間の間にも毎年、 コンスタントに

BIMツールの導入が行われている

ことがわかる。現在は「わからない」

としている企業も、 今後、 徐々に

BIMツールの導入について検討を

始め、導入に向けた準備段階に入っ

ていくことことが想像できる。

　こうした事情を考えると、BIMツ

ール未導入の企業も、今後6 ～ 7割

は導入へと動き始めるのではないだ

ろうか。

低コスト化、効果の確信、
人材確保が決め手に

　BIM未導入企業に勤める回答者に

「BIMツールを導入する場合の『決

め手』は何か」について聞いた結果を

まとめたのが図50のグラフだ。

　1位は「ソフトの価格が下がる」

（56％）で、やはり価格問題が過半

数を占めた。2位は「設計・ 施工関

係者とのコミュニケーションが改善

できる」（40％）、3位は「製図時間

が減り、設計時間が増える」（35％）

となった。

　これらトップスリーの回答からう

かがえるのは、従来のソフトよりも

価格の高いBIMツールの導入によ

って、業務改善や生産性向上が実現

するという「費用対効果」を確信で

きることが、BIMツール導入の前提

条件になると言えそうだ。

　そして4位は「BIMを使いこなす

人材の育成や採用」（33％）が続く。

BIMツールは導入してから使える

人材を育て、活用の効果が出るまで

数年かかる場合もある。BIMツール

BIMツールをまだ導入していない企業でも、具体的な導入の準備や導入に向けた検討を行っている企業が1割強あっ
た。まだ具体的ではないがいずれBIMツールを導入する見込みも入れると、半数近くに上っている。導入の決め手は、ソ
フトの価格が下がることや、業務の改善効果が確実なこと、そしてBIMを使いこなせる人材の確保が不可欠のようだ。
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図49. BIMツールの導入予定は？ 図50. BIMツールを導入する場合の「決め手」は？
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の導入から投資回収までの長丁場の

イメージを具体的に描き、結果を確

信できないと、企業経営者が高価な

BIMツールの導入にゴーサインを

出せないという悩みが感じ取れる。

　5位から8位は「現場での調整問

題が減らせる」（27％）、「ハードの

価格が下がる」（27％）、「もっと高

精度で設計図書を作れる」（25％）、

「実行予算やコスト予測能力が改善

できる」（22％）と、やはりBIMツー

ル導入についてのコストパフォーマ

ンスを求める回答が続いた。

　一方、「施主や取引先から導入を

強く求められる」（17％）や「競合企

業がBIMを導入することの対抗上、

必要となる」（12％）といった「外圧

に迫られての導入」を挙げる声は

比較的少なかった。

「BIMモデルの閲覧」で
導入企業との差が

　「BIMツールを使いたい作業」に

ついて、B IMツールの導入企業

（271人）と未導入企業（209人。う

ち92人が回答 ）の回答者にたずね

た。図51のグラフはBIM導入企業、

図52のグラフはBIM未導入企業の

結果だ。

　それぞれ、1位から8位には多少、

順位は違うが「意匠設計のプレゼン

テーション」（導入企業70%：未導

入企業67%）、「部材の干渉チェッ

ク（ 静的な3次元で）」（ 導入60%：

未導入企業62%）、「各種の設計チ

ェック」（導入52%：未導入57%）、

「空間利用計画の検討」（導入57%：

未導入46%）、「BIMモデルの閲覧

（導入76%：未導入36%）」、「施工

手順のプレゼンテーション（静的

な3次元で）」（導入41%：未導入

27%）、「施工図の作成（導入36%：

未導入26%）、「建築確認申請書類

の作成」（導入33%：未導入24%）

と、同じものがベスト8に入った。

　ここで注目したいのは、「BIMモ

デルの閲覧」という最もシンプルか

つ簡単な用途だ。BIM導入企業では

1位になったのに対し、未導入企業

では5位と大きく差が開いた。BIM

ツールを導入しても、実際に3Dの

BIMモデルを作るのには、かなりの

スキルが必要となるが、BIMモデル

の閲覧だけなら作るよりもずっと簡

単で多くの人が行える。

　BIM導入企業では、BIMモデルを

閲覧するだけで、合意形成や設計の

チェック、施主へのプレゼンテーシ

ョンなどに効果を上げている人が意

外と多い。一方、BIM未導入の企業

では、BIMモデルを作る人のことは

想定しても、閲覧するだけの用途に

ついては想像しにくい。

　BIM未導入企業は、BIMモデルを

作る人のことだけでなく、閲覧だけ

を行う人の業務改善効果も含めた活

用戦略を考えることが必要なのかも

しれない。
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図51. BIMツールを使っている作業
　　　（BIM導入企業） 

図52. BIMツールを導入後、使いたい作業
　　　（BIM未導入企業）  
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建設フェーズの活用価値を
的確に把握

　BIMの未導入企業に勤める回答

者209人に、「BIMツールはプロジ

ェクトのどの段階で活用価値がある

と思うか」をたずねた。その結果を、

BIM導入企業に「BIMツールどのよ

うな段階で使っているか」という回

答結果と比べたのが下のグラフだ。

（P18を参照）

　つまり、「導入前の理想」と、「導入

後の実際」をビフォー・アフターで

比べてみたグラフというわけだ。

　数値に若干の違いはあるものの、

BIM未導入企業とBIM導入企業の

グラフの山と谷は、同様の形をして

いる。これは建設フェーズのどこで

BIMの活用価値が高いのかを、未導

入企業の回答者は導入企業の回答者

と同じような認識を持っていること

を意味する。つまり、BIMを使って

いなくても、導入後の感覚は既に持

っているのだ。

　その内容を細かく見てみると、や

はりBIMの未導入企業と導入企業

の間には、違いがある。

　例えば、建設フェーズの初期段階

にある事前検討、基本計画、意匠設計

では、未導入企業より導入企業の回

答者の方が各項目の数値が1～2割、

高くなっている。BIMを実際に使っ

てみると、プロジェクトの初期段階

での活用割合が想像以上に多くなっ

たという見方もできそうだ。

　一方、4位以下の詳細設計、構造

設計、設備設計では、未導入企業の

数値が導入企業をやや上回ってい

る。これらのフェーズでは、導入前

に想像していた理想に比べて、実際

はBIMの活用が思うほど進んでい

ないのかもしれない。

見積もり、監理、維持管理で
未導入者の高い期待

　続いて、設計図書の作成は、導入

企業の数値が高い。3DやCGによ

る派手なプレゼンテーションに比

べると、設計図書の作成は地道な作

業だが、BIMを使ってみると整合性

未導入でもBIMの活用価値を
的確に把握
BIMツールを未導入の企業に勤める回答者に、BIMの活用価値が高いと思う建設フェーズや職種についてたずねた結果
を、BIM導入企業の回答者の結果と比較したところ、ほぼ同じ傾向だった。今は未導入でも、BIMを導入した後の活用価
値については的確に把握している。未導入企業のBIMに対する考え方は、導入企業のそれに極めて近いと言えそうだ。

図53. BIM未導入者が活用価値があると思うフェーズと
　　　導入者が実際に活用しているフェーズの比較
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の確保や修正の素早さなどで、想像

よりも便利さを実感できそうだ。

　それに続く見積もり、現場作業、

施工管理、監理、工場への外注、そ

して維持管理の各フェーズではす

べて、未導入企業の数値が導入企業

を上回った。特に両者の差が大き

かったのは、見積もり、監理、そし

て維持管理の各フェーズだ。

　見積もりは数量拾いの感覚で考

えれば、BIMの活用効果が高そう

だが、実際は積算基準などが存在す

るため、思ったほどの画期的な効果

までには至っていないのかもしれ

ない。

　監理や維持管理については、まだ

BIMが活用されることが少ない分

野である。そのため、未導入企業の理

想の高さに対して、実際の導入は遅

れていることを表していると言えそ

うだ

職種別の活用価値も
ほぼ同じ認識

　施主、設計者、施工者といった職種

ごとのBIMの活用価値について、

BIM未導入企業と導入企業の回答

者に聞いた結果を比べたのが図54

と図55のグラフだ。（BIM導入企業

の回答結果の分析については、P24

を参照）

　これらのグラフを見比べてみる

と、BIMの活用価値が「非常に高

い」、「高い」という回答の山谷の傾

向は、未導入企業と導入企業は非常

によく似ていることがわかる。つま

り、BIM未導入企業でも、各職種で

のBIMの活用価値を的確に認識し

ていると言えそうだ。

　こちらも細かく見ていくと、両者

の間に違いがあることもわかる。例

えばBIM活用価値の「非常に高い」

と「高い」を合わせた数値について

見ていくと、施主についてはBIM未

導入企業が53%だったのに対し、

BIM導入企業は70%と3割ほど高

かった。

　未導入企業では施主のBIM活用

の状況を想像しにくいが、導入企業

では実際の業務の中で施主の仕事

がBIM活用のおかげで効率化され

ているのを実感している。その表れ

かもしれない。
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図54. BIM未導入者が考える各職種の活用価値は？ 図55. BIM導入者が考える各職種の活用価値は？
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デジタル化による変革に
懐疑的な面も

デジタル化の効果に
やや低い認識

　BIMツールの未導入企業に勤め

る回答者209人に、「デジタル化に

対応することで、あなたの仕事はど

のように変わると思うか」をたずね

た結果が図56のグラフだ。BIM導

入企業の回答者に同じ質問をした結

果を図57のグラフに示した。

　BIM未導入企業の回答のうち「完

全に変わる」と「大きく変わる」を合

わせた割合でランキングしたとこ

ろ、1位は「外部との協業」（69％）、

2位「顧客とのコミュニケーショ

ン」（61％）、3位「社内との協業」

（54％）となった。

　このトップスリーの項目は、いず

れもコミュニケーションや協業に関

するものだ。順位はやや違うものの

BIM導入企業の回答者と同じであ

る。ただBIM導入企業の数値と比べ

ると、10 ～ 20ポイント程度、低く

なっている点が違っている。

　同じ傾向は4位の「新しい仕事を

開発する」（未導入企業51％：導入

企業71%）、5位の「新しい顧客を

開拓する」（未導入企業46％：導入

企業64%）にも見られた。

　この差は、いったい、何を物語るの

だろうか。BIM導入企業は、設問に

ある「顧客とのコミュニケーショ

ン」や「外部との協業」、「社内との

協業」といった場面で、BIMツール

を使った経験をもつ回答者が多かっ

たに違いない。

　その場でプレゼンテーションでの

顧客の変化や、外部企業との打ち合

わせやデータ連携、社内での分業な

どで、以前の仕事とは違った効果を

体感したのではないだろうか。その

経験によって、BIMツールを含んだ

様々なハード、ソフト、システムから

なるデジタル化の効果を感じている

のかもしれない。

BIMツール活用は、デジタル化による建設業変革の第一歩とも言える。BIM未導入企業の回答者に、デジタル化による
建設業自体の変革や仕事の変化についてたずねた。その結果は、デジタル化が社内外とのコミュニケーションや協業、
働き方改革、生産性向上に及ぼす影響は認識していたものの、その割合はBIM導入企業の回答者に比べてやや小さく、
デジタル化による改革に対して、やや懐疑的な傾向もみられた。
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新しい顧客を開拓する
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顧客とのコミュニケーション15.3％ 54.1％ 30.6％

12.4％ 48.8％ 38.8％

13.9％ 39.7％ 46.4％

10.5％ 40.2％ 49.3％

11.0％ 34.9％ 54.1％

23.2％ 58.7％ 18.1％

23.2％ 56.8％ 19.9％

26.2％ 50.6％ 23.2％

25.8％ 45.4％ 28.8％

21.8％ 41.7％ 36.5％

図56. デジタル化への対応であなたの仕事はどう変わるか？
　　　（BIM未導入企業）

図57. デジタル化への対応であなたの仕事はどう変わるか？
　　　（BIM導入企業）

　BIM未導入企業　N=209　シングルアンサー 　BIM導入企業　N=271　シングルアンサー

完全に変わる 大きく変わる 変化は小幅である

BIM未導入者／デジタル化への意識
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図58. 「デジタル化」に対する意識は？
　　　（BIM未導入企業）

図59. 「デジタル化」に対する意識は？
　　　（BIM導入企業）

　BIM未導入企業　N=209　シングルアンサー 　BIM導入企業　N=271　シングルアンサー
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デジタル化の展望にも
微妙な差が

　続いて、BIM未導入企業の回答者

209人に対して「デジタル化に関

する様々な記述に、どの程度同意す

るか」について聞いた。先の質問は仕

事の変化という視点だったが、この

質問では働き方改革や建設業全体の

変化、業界内の競争環境の変化など、

広い視点でとらえた「デジタル化の

展望」を聞いたものだ。

　全体で見ると、BIM未導入企業と

BIM導入企業の「そう思う」と答え

た項目のランキングは、一部を除い

て同じような傾向を示した。

　例えば、未導入企業の1位は「デ

ジタル化は我々の働き方を変える」

（78％）、2位は「デジタル化は建設

業の生産性を向上させる」（68％）、

3位は「デジタル化は建設業全体を

変える」（68％）、4位は「建設業は

他の産業と比べてデジタル化に遅れ

をとっている」（55％）で、BIM導入

企業の回答と1位と2位の順が入れ

替わっているだけで、トップフォー

は同じ項目となった。

　しかし、先の質問と同様に、各項目

で「そう思う」と答えた回答者の数

値が、1～2割程度、低かった。

　また、 設問の10項目のうち

「2030年頃まで、建設業の仕事の

進め方は現在と変わらない」を除い

た“前向き”な9項目のうち、BIM未

導入企業の回答で50%以上を占め

たものは5項目に過ぎなかったが、

BIM導入企業は8項目だった。

　以上を総合的に考えると、BIMの

未導入企業ではデジタル化がもたら

す効果への認識や「明るい未来」へ

の期待感が、BIM導入企業に比べ

て全般的にやや低いと言えそうだ。
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BIMによる維持管理がビジネスに

BIM活用のFMがビジネスに
安井建築設計事務所らが協業

建物の稼働データをリアルタイムでBIMモデルに集約し、コンピューターで監視・制御を行う建物の運用・維持管理シ
ステムがビジネスとして動き始めた。各部屋の空気環境や設備の運転状況、そして人の健康状態などをデータ化して
バーチャルに再現する「デジタルツイン（デジタルの双子）」としてのBIMモデルを活用する取り組みだ

　BIMを建物完成後の運用・維持管

理（FM）に活用する構想は、かなり

以前から唱えられてきたが、2018

年にいよいよ本格的なビジネスとし

て動き出した。

　安井建築設計事務所はIoTセン

サーとBIMを連動された日本初の

建築情報マネジメントシステム

「BuildCAN（ビルキャン）」を開発し

た。

　このシステムは、建物内の環境を

BIMモデル上で“見える化”するも

の。春や秋の中間期には空調機を停

止し、「窓を開けましょう」と自然通

風換気をアドバイスすることがで

き、空調エネルギーを最大60%も削

減できることが確認されている。

　BIMモデルには、属性情報として

建物の面積や容積、仕上げ材料、各種

機器などの建築情報がインプットさ

れているほか、清掃履歴や修繕履歴

などの維持管理記録、完成図や連絡

網などの施設情報をリンクする。そ

の結果、建物に関する様々な情報を

一元管理する“デジタルツイン”とし

て機能する。

　このシステムはクラウドサーバー

上で運用されるため、ユーザーはパ

ソコンやタブレット端末、スマート

フォンなどのウェブブラウザーがあ

ればどこでも利用できる。

　安井建築設計事務所は、企業向け

のITアウトソーシング事業を手がけ

るトランスコスモスグループ、応用

技術と協業し、ユーザー企業の多様

なニーズに対して中長期にわたって

ワンストップでFMサービスを提供

するビジネスモデルを構築し、事業

展開を行っている。

住民の生活情報をBIMと統合
長谷工のオープンイノベーション

　マンション業界では、少子高齢化

に伴う少人数世帯や高齢者世帯が増

加し、ニーズが多様化する一方、建設

段階では労働者不足や労務費、材料

費の上昇など、従来のビジネスモデ

ルがだんだん通用しにくくなってい

る。

　そこで長谷工グループは、集合住

宅の設計、施工の生産性向上や、入居

者の生活の質を向上させるため、AI

やロボット、センサー、通信などの

ICTリソースを持つ外部企業と積極

的にコラボする「オープンイノベー

ション」戦略を打ち出した。

　その中心となる考え方は「ライフ・

インフォメーション・モデリング」

BuildCANの全体イメージ。ウェブブラウザーがあればどこでも利用できる（ 資
料：安井建築設計事務所）

LIM とBIMが連携した「住まい情報と暮らし情報のプラットフォーム」（資料：長谷
工コーポレーション）

事 例　5 運用・維持管理

「BuildCAN」の画面。BIMモデル上に照度や温度、湿
度、不快指数などが表示される（資料：安井建築設
計事務所）
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（LIM）とBIMの統合だ。LIMとはマ

ンションに住む人のあらゆる情報を

データ化して、安全・安心やニーズ

に合った管理、情報サービスや見守

り、防災対応などを提供するシステ

ムのことで、同社の造語である。

　LIMの一環として、グループ企業

の長谷工アネシスと長谷工シニアホ

ールディングスは、有料老人ホーム

に対話型AIロボットを持ち込み、生

活改善を行う実証実験も行った。

BIMやAI、ロボットを活用して、建設

業のビジネスを広げるための構想力

と決断力が求められている。

属性情報をリアルタイムに更新
大林組の「BIMWill」

　大林組は建物のBIMモデルに、

様々な情報やデータを集約したビル

管理業務用のできるプラットフォー

ム「BIMWill」を開発した。管理対象

となる設備機器の稼働状況や維持管

理情報、建物ユーザーの感覚をデジ

タルデータとして集約し、「活きた

デジタルツイン」を構築できるよう

にした。

　BIMモデルの属性情報は、材質や

仕様などの「静的」な情報が一般的

だが、このシステムでは設備に付い

ている温度や電力などのセンサー情

報など「動的」な情報もリアルタイ

ムにBIMモデル上に反映するのが特

徴だ。

　さらには、建物内の各所にいるユ

ーザーが感じている「暑い、寒い」な

ど、人間の情報までも属性情報とし

て集約できる。

　「BIMWill」が集約したデータは、

APIを介して様々なソフトやシステ

ムと連動し、建物の管理や運用業務

に活用できる。つまり、ビル自体がコ

ンピューターのようになり、必要な

管理業務などの機能をアプリやクラ

ウドシステムとして、後から“インス

トール”できるのだ。

　例えば、「BIMWill」を初めて導入

した東京・神田のオフィスビルの場

合、IoTを通じて執務空間の快適性

を向上させる「WellnessBOX」や、

各種設備の運転状況を把握する

「BILCON-Σクラウド版」、設備機器

からの故障警報を遠隔地で取得する

「遠隔警報監視システム」（ 日本電気

製）、建物維持保全に関連する文書を

保管、共有する「F@cile_Site」（オー

ク情報システム製）などがインスト

ールされた。

　様々なFMサービスが「後付け」に

よって追加できるシステムは、建物

が完成後、年数が経過しても常に最

新技術を導入して、バージョンアッ

プしていけるのが強みだ。

地下街からの避難経路をBIMで
大成建設の浸水シミュレーション

　最近、日本列島は地球温暖化の影

響とみられる非常に強い台風や集中

豪雨などの被害が増えている。地下

街は洪水などの水が流入したとき、

流入口の位置によって地下街内の浸

水範囲や水深が異なるので、利用者

に適切な避難経路を案内しないと大

きな事故になる。

　そこで大成建設は、地下街をBIM

モデル化し、浸水範囲と深さを考慮

しながら、最適な避難経路を求める

システムを開発した。

　地下街の階段などから浸水が始ま

ったとき、地下街の浸水範囲や浸水

深さを時々刻々と計算。現在位置か

ら地上出口までの最短避難経路と所

要時間を算出し、表示するものだ。

　浸水の深さによって大きく変わる

利用者の歩行スピードも考慮する。

また、地下街の浸水被害が大きくな

る出入り口には止水板を設け、他の

出入り口を避難に使うといった検討

も行える。

　止水板を設ける順序や、避難誘導

を行う出口も、事前にシミュレーシ

ョンしながら避難誘導計画を作って

おくことが可能になる。

　これからの地下街は、地球温暖化に

よって激しくなりつつある洪水や、地

震時の津波対策もBIMを活用して

行っていくことが課題になっている。

建物のBIMモデルに、出来事情報を集約し、表示した
例（資料：大林組）

設備機器のBIMモデルには機器名や設置年月などの
属性情報が付いている（資料：大林組）

左上の出入り口に止水板を設けると、ドライな部分
を通って短時間で避難できることがわかる（ 資料：
大成建設）

地上階から地下1階、地下2階へと浸水する状況を時
間的に解析した例（資料：大成建設）
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BIMなくして
建設業の未来はない

“日本のBIM元年”以降
コンスタントに続くBIM導入

　2010年に行った前回調査では、

回答者の勤務先でのBIM導入率は

33%に過ぎなかったが、今回の調

査では56%と半数を超えた。今回

の調査対象には、大小様々な企業や

団体に所属する回答者が含まれてい

るので、回答結果は建設業界の平均

値的な傾向を示している。

　BIM導入率が5割を超えたこと

は、日本の建設業界では2次元の紙

図面ベースからBIMベースへと、仕

事で使うツールがターニングポイ

ントを越えたと言えそうだ。

　“日本のBIM元年”と言われた

2009年以降、BIMユーザーの数は

年々、増加している。数の上では

2018年以降とごく最近になって

からBIMツールの活用を始めた回

答者が多かった。

　B IM導入企業の回答者自身の

BIMツールに対する習熟度も高まっ

ている。10年前の調査では「初心

者」（10年前11%→今回25％。以

下同じ）、「中級者」（15%→26％）、

「上級者」（7%→24％）さらにプロ

グラムに手を加えるレベルの「専門

家」（1%→4%）と、BIMツールに習

熟した層が増えている。

　BIM導入の理由も業務の効率化

やワークフロー改善、競合他社との

差別化といった積極的なものが増

え、BIMツールには企業の生産性や

競争力を向上させるための、経営戦

略的な効果への期待がますます高ま

っている。

ArchiCADとRevitがきっ抗
多様化するBIMツール

　BIMツールの活用が意匠設計か

ら構造設計、設備設計、さらには施工

へと広がる中、使われているBIMツ

ールにも変化が起こっている。

　前回の調査では、意匠設計での活

用がほとんどだったため、BIMツー

ルの導入率ではArchiCADがトッ

プで、2位のRevitに1割以上の差

を付けていた。ところが今回の調査

ではその差は「回答者1人分」まで

減り、事実上、ArchiCADとRevit

は同率1位と言える状況になった。

構造設計ではRevit、設備設計では

Rebroがそれぞれダントツだった。

　一方、施工管理では、1位はRevit

だったものの2位のArchiCADと

はわずか1%差の僅差となった。

　新たなBIMツールとしては、建物

の3D形状などをアルゴリズムで

デザイン するR h i n o c e r o s /

Grasshopperの活用が急激に増

えているのが特徴だ。意匠設計だけ

なく構造設計や設備設計、解析シミ

ュレーション、さらには施工管理ま

で、日々広く使われている。

　作られたBIMモデルを閲覧する

ツールは、B IMxやAu todes k 

Viewer、Solibri Anywhere（ 旧 

Solibri Model Viewer）がベスト

スリーだった。これらはクラウドや

モバイル端末と連携し、「BIMモデ

ルを現場で活用する」という新しい

BIMの活用価値を生み出している。

100%以上の業務効率改善も
BIMが生産性向上を実現

　BIMツールを導入しても、慣れな

いうちはかえって生産性を低下され

てしまうが、すでにBIM導入企業の

8割以上がBIMのメリットを生かす

までになった。

　定量的な業務効率の改善効果と

しては、設計事務所が顕著で1割が

「100%以上、上がった」と回答した

のをはじめ、 過半数の企業で10%

以上の業務改善効果を実現してい

る。一方、総合建設会社は、大幅な

BIMツールの特長は、コンピューターの力を借りて、設計や施工、維持管理を効率化できるところ
だ。そして今、BIMはAIと連携した設計の自動化や、建設用3Dプリンターやロボットなどの新技
術との連携によって施工の自動化へと進化しつつある。BIMの導入は少子高齢化時代に生産性向
上を実現するための“登竜門”になりつつある。

人間とロボット、AIをつなぐBIMは
生産性向上の“登竜門”に

結 

論
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業務改善効果は設計事務所ほどで

はないが、それでも半数近くの企業

が10%以上の改善効果を実現して

いることが明らかになった。

　BIMツールで生産性を上げてい

ることは、3Dでの設計可視化や設

計図書間の整合性確保、顧客に対す

る印象づけなど、建設フェーズの上

流段階ほど上位に上がっている。

　その半面、工程や工期の短縮、プロ

ジェクト全体のコスト削減、RFI（情

報提供依頼書）の削減、プレハブ化の

推進など、施工段階での生産性向上

は、多くの企業にとって今後の課題

となっている。

　BIMモデルの属性情報の有効活

用や、詳細度（LOD）によるBIMモ

デルの管理は、BIMキャリアが長い

ほど進んでいる。属性情報の用途

は、パースやCGの作成、紙図面の

出力、数量表や建具表の作成など、

紙の成果品を効率的に作成するため

が多かった。一方、見積もりや構造

解析・エネルギー解析、運用・維持

管理などへの属性情報の活用は、ま

だ十分行われていない。

2～3年後には活用率が急増
BIMの量的拡大に期待が

　　BIMツールを導入する企業が

半数を超えた今、次の関心事項は

BIMツールを活用するプロジェク

トの割合がどう増えていくかだ。

　BIM導入企業の中でも、現在は

BIMを活用するプロジェクト比率

が30%以上という企業は4割程度

にとどまり、約半数が30%未満と低

い活用率にとどまっている。

　しかし、2～3年後には逆にBIM

ツール活用するプロジェクトが

60%以上の企業が半数近くになる

見込みだ。BIMツール活用の量的拡

大が今後、急速に進行する期待が高

まっている。

　また、国連サミットで採択された

持続可能な世界を目指す国際目標

「SDGs」やZEB（ゼロエネルギー

ビル）などの環境分野へのBIMツー

ル活用も8割の回答者が「伸びる」

と見ている。

　建設業界でデジタル化が進むと、

社会全体で進行しつつある「デジ

タルトランスフォーメーション」の

一部として、建設業のワークフロー

や働き方の改革へと大きな変化を

もたらすことが予想される。BIM

導入企業に勤める回答者の大多数

は、顧客や取引企業、社内とのコミュ

ニケーションやコラボレーションの

変化を予測している。

BIM未導入の企業も4割強
デジタル化への関心も低めに

　勤務先がまだBIMツールをまだ

導入していないと答えた回答者は、

4割強を占めた。その理由は、「コ

スト」と「技術」が一番のネックに

なっている。高額なBIM用のソフト

やハードを導入する当たって、それ

に見合う効果が確実に得られるか

どうかを見極めている企業も依然、

多いようだ。

　しかしその中でもBIM導入に向

けている企業や、いずれ導入すると

思われる企業が半数近くある。ここ

2～3年の間にBIMを導入した企業

もコンスタントに増えていることを

考えると、その延長でこれらの企業

でも今後、6～7割で導入が進んで

いくと思われる。

　一方、それでも、自分の勤務先は

BIMを導入しないと思うという回

答者も3割以上あった。

　BIM未導入企業の回答者は、BIM

導入企業の回答者に比べると、デジ

タル化がもたらす効果への認識や

「明るい未来」への期待感が、全般的

にやや低い傾向がある。また、VR/

AR/MRや3次元プリンター、ドロ

ーン、IoT、ロボットなどの新技術の

導入率も、BIM導入企業に比べて全

般的に低い。

　これらの新技術は3次元モデルを

扱うスキルがないと、導入しにくい

ものが多い。

　BIMツール導入についての議論

は、これまで人間の仕事を効率的に

行うことを想定していた。そのため、

「従来の2次元CADで十分だ」、「い

や、BIMの方が便利だ」という議論

が中心だった。しかし、今後はBIM

の基本である3次元モデルが扱え

ないと、新技術の多くが使えないと

いう新たな側面からも議論するべ

き時代になってきた。

　少子高齢化による建設業の人手

不足は、今後、数十年にわたって続

くことは確実だ。それを克服するた

めにはAIやロボットなどの新技術

導入が不可欠となる。

　BIMは建設業の省人化や生産性

向上を実現するための“登竜門”に

なってきたといえそうだ。



46

建築設計者など480人が回答、
7割以上がBIMユーザー

回答者の勤務先

　回答者のうち、建築（意匠）設計事務所（37%）が最も

多く、組織系建築設計事務所（10%）や構造設計事務所

（4%）、設備設計事務所（2%）を合わせると53%とな

り、過半数となった。また、施工会社関連では総合建設業

（32%）と専門工事業（6%）を合わせて、約4割を占め

た。残りの1割は建設コンサルタント（2%）と住宅メー

カー、工務店、機械・設備製造、建材・資材製造、教育・研

究機関が各1%ずつだった。

回答者の職種

　設計関係では建築設計（37%）が最も多く、構造設計

（5%）、設備設計（3%）、積算・見積（3％）、インテリア・

デザイン（1%）を合わせるとほぼ半数となった。施工関

係では施工管理が8%だった。このほか経営者・管理職

（27%）、営業・販売職（2%）、事務職（1%）など経営・

管理関係も3割に達した。この中には自らBIMを活用す

る中小設計事務所や建設会社の経営者や、経営的立場で

BIM活用を推進する回答者が含まれているとみられる。

勤務先の人数

　「1～4人」の規模の小さい企業（34%）と、「1000人

以上」の超大手企業（24%）が突出した。回答者の約半数

は50人未満の企業に勤務している。BIM活用は大手企

業と、イノベーティブな個人事務所や小規模企業で先行

していることがうかがえる。半面、50人～1000人未

満の中堅企業ではBIM活用が遅れ気味であることを感

じさせる。この勤務先の人数分布は2010年の調査とほ

ぼ同じである。

日本国内におけるBIMの活用実態を明らかにするため、 日経BPコンサルティングは日経BPからの委託を受け、
2020年2月26日から3月8日までの12日間、ウェブサイト上で「BIM活用実態調査」を行った。有効回答数は480人
で、うちBIMを自ら活用している人は7割以上を占めた。

その他 2.9%

教育・研究機関 0.6%

建材・資材製造 0.8%

機械・設備製造
0.8%

工務店 0.6%
住宅メーカー 
1.3%

建設コンサルタント
2.3%

専門建設業  5.8%

総合建設業  31.9%

設備設計事務所  1.5%
構造設計事務所  4.0%

建築（意匠）設計事務所
37.3%

組織系建築設計事務所 
10.2%

勤務先の業種は？

N=480　シングルアンサー

その他 5.2%
研究・技術開発 4.0%

施工管理 8.3%

積算・見積 3.3%

インテリア・デザイン
0.8%

設備設計 3.3%

構造設計 5.2%
土木設計 1.9%

建築設計 37.3%

調査・計画 1.5%

事務職 1.0%

営業・販売職 1.5%

経営者・管理職 26.7%

あなたの職種は？

N=480　シングルアンサー

1～4人 33.5%

5～9人  5.8%
10～19人 5.4%

20～49人 6.7%
50～99人 5.2%

100～299人 7.9%

300～499人 5.8%

500～999人 5.4%

1000人以上 24.2%

勤務先の従業員数は？

N=480　シングルアンサー

BIM活用実態調査とは
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回答者自身のBIM活用歴

　BIMを導入済みの企業に勤める回答者271人を対象

に、回答者自身が業務でBIMツールを活用しているかど

うかについては、「使っている」が73%、「使っていない」

が27%となった。

　「使っている」とした人の活用開始年は“日本のBIM元

年”と言われる2009年以降が65%を占めた。既に5年

以上のBIM活用歴がある回答者も37%に達した。一方、

ここ3年間にBIMを導入した人も「今年（2020年）」

（3％）、「昨年（2019年）」（11％）、「2年前（2018年）」

（11％）を合わせて25%となり、コンスタントに新規

BIMユーザーが増えていることがわかる。

回答者自身のBIMツール習熟度
　　　

　BIMを導入済みの企業に勤める回答者271人を対象

に、回答者自身のBIMツールに対する習熟度をたずねた

ところ、「初心者」（25％）、「中級者」（26％）、「上級者」

（25％）とほぼ同じ比率となった。さらにプログラムに

手を加えるレベルの「専門家」も4%いた。10年前の前

回調査では、「初心者」（11％）、「中級者」（15％）、「上級

者」（7％）、「専門家」（1％）だったので、この10年間に回

答者のBIMツールへの習熟度は、大幅に高まっている。

回答者の年齢層
　　　

　回答者の年齢は比較的高く、50代以降が過半数を占

めた。年代別では40代（31％）と50代（32％）が3割

ずつを占め、続いて60代（17％）、30代（15％）の順と

なった。 一方、20代以下はわずか2%しかいなかった。

10年前の調査では、20代以下（7％）、30代（25％）

だったので、30代以下が減り、40代以上が増えた。

　BIMユーザーと言えば、20代以下の若手設計者を

イメージしがちだが、予想外にBIM界におけるシニア

パワーの健闘ぶりを見せつける結果となった。言い換え

れば、かつては若者でないと務まらないと思われがちだ

ったBIM関連の業務にも、シニア層が進出していること

がうかがえる。

BIMは使っていない
26.9%

それ以前（2008年以前）
8.5%

8～11年前
（2012年～2009年）
10.0%

5～7年前
（2015年～2013年）
19.2%

3～4年前
（2017年～2016年）
10.3%

2年前（2018年）
11.4%

昨年（2019年） 11.1%

今年（2020年） 2.6%

回答者がBIMツールの活用を始めた年は？

N=271　シングルアンサー

BIMは使っていない／知らない
20.7%

初心者
（使い始めたばかりで、
人に聞きながらでないと
使えないレベル）
24.7%

中級者
（マニュアルなどを
参考にしながら、
なんとか自分で使えるレベル）
26.2%

上級者
（やりたいことは
自分ひとりでできるレベル、
人に質問され教えるレベル）
24.7%

専門家
（自分でプログラムに
手を加えるレベル）
3.7%

あなたのBIMツールへの習熟度は？

N=271　シングルアンサー

70歳以上 3.1%

60～69歳 17.3%

50～59歳 31.9% 40～49歳 30.8%

30～39歳 15.4%

29歳以下 1.5%
あなたの年齢は？

N=480　シングルアンサー
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回答者の性別

　男性（90％）と女性（10％）が9 :1という比率になっ

た。10年前の調査では無回答を除き男性が91％と女

性が8％だったので、女性比率が若干増えた結果となっ

た。CADオペレーターは女性比率がもっと高いと思わ

れるが、BIMツールは単なる製図の道具ではなく、設計

者や施工管理を行う技術者自身が使う機会が多いので、

回答者の性別も建設業界での男女比を反映したものに

なったと言えそうだ。

BIMツールについての情報収集源

　BIMツールについての情報収集源は幅広いことがわ

かった。一般的な情報収集の順序としては（1）メディア

系→（2）イベント系→（3）クチコミ系という流れになる

だろう。情報収集源の回答数も、その順に多くなってい

た。

　「メディア系」は従来の新聞・雑誌、ウェブサイトな

ど、BIMツール製品を網羅した多くの情報を専門分野別

に整理して発信する媒体だ。誰もが理解しやすい表現

で紹介されている半面、詳しい情報は不足する。ユー

ザーにとってBIMツールの製品情報はまず、「メディ

ア系」が取っかかりになるものと思われる。

　続いて（2）イベント系は展示会やセミナー、ユーザー

会など、BIMツールのベンダーや先進ユーザーが製品

の使い勝手や強みについて、より詳しい情報を発信す

る場だ。メディア系よりも詳しい情報が聞ける半面、デ

メリットや弱みなどがオブラートに包まれる場合もあ

りうる。

　最後の（3）クチコミ系は、周辺の同僚や知人、SNS

（会員制交流サイト）などで特定のBIMツールについて

のデメリットなども含めた「本音」が聞ける場として重

要であるようだ。

BIM活用実態調査とは

女性 10.2%

男性 89.8% 

あなたの性別は？

N=480　シングルアンサー

BIMツールに関する情報収集源は？ 

N=480　マルチアンサー

0 10 20 30 40 50

その他

IT販売店のWebサイト

ユーザーコミュニティ、ユーザー会

各ソフトウェアベンダー、販売店の営業

建設業界団体の会報誌

SNS

建設業界イベント

同僚、知人

各ソフトウェアベンダーのイベント、セミナー

オンラインの建設情報サイト

各ソフトウェアベンダーのWebサイト

建設業界団体のWebサイト

専門雑誌、新聞 46.5%

45.2%

38.3%

35.0%

33.1%

30.8%

28.3%

21.0%

19.2%

14.6%

14.2%

7.3%

1.9%
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BIMツールの情報収集源となる紙媒体

　BIMツールの情報収集源となる紙媒体は、建築系では

「日経アーキテクチュア」（79％）、「建築知識」（45％）、

「建築技術」（31％）がベストスリーとなり、土木系では

「日経コンストラクション」（25％）と、いずれも専門雑

誌が上位を占めた。調査対象に日経BPの読者が多数含

まれている影響もあるが、日経アーキテクチュアが人気

を集めているのは、従来の建築専門記者に加えてIT分野

の専門記者も入れた編集チームを編成し、建築における

IT活用について掘り下げた情報提供を行っていること

が評価されたと思われる。

　続いて建設専門紙である「建設工業新聞」（20％）、

「建設通信新聞」（19％）、「建通新聞」（10％）となった。

これらの媒体では、編集方針や外部ライターの積極的

活用でBIMに関する専門情報の提供に力を入れており、

それがランキングの結果にも表れた。

情報源となる情報サイト

　BIMツールの情報収集源となる情報系のウェブサイ

トは、調査対象に日経BPの読者が多数含まれている影

響もあるが「日経クロステック」（65％）がトップと

なった。紙媒体の日経アーキテクチュア同様に、ウェブ

サイトでも建築系とIT系の記者がチームとなって専門

性の高いBIM関連情報の発信を行っている結果が現れ

たようだ。

　2位の「建設ITワールド」（41％）は、建設ITジャーナ

リストの家入龍太氏が運営するサイトで、将来展望に基

づいたBIMツールの活用や生産性向上についての経営

戦略的な考え方を解説し、建設業界に根強いファンを

持っている。

　また3位の「ArchiFuture-web」（24％）や4位の

「CAD-Japan」（18％）は、BIMを活用する実務者が専

門性の高いコラムを執筆するなど、BIMユーザー自身が

情報発信しているのが特長だ。5位の「BUILT」（16％）

は製造業の分野に強いアイティメディアが運営して

おり、最近、建設分野での存在感を増している。

BIMツールの情報収集源となる雑誌や新聞は？

N=223　マルチアンサー

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

その他

鉄構技術

建通新聞

建設通信新聞

建設工業新聞

日経コンストラクション

建築技術

建築知識

日経アーキテクチュア 79.4％

45.3％

30.9％

25.1％

20.2％

18.8％

9.9％

5.4％

4.0％

BIMツールの情報収集源となる情報サイトは？

N=168　マルチアンサー

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

freedomlab.jp

BUILT（アイティメディア）

CAD-Japan

ArchiFuture-web

建設ITワールド

日経クロステック（日経ＢＰ） 64.9%

41.1%

23.8%

17.9%

16.1%

3.0%

6.0%
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情報源となる団体のウェブサイト

　BIMツールの情報収集源となる団体のウェブサイ

トは、国土交通省（69％）がダントツの1位となった。

2016年度から土木分野の設計や施工で3D技術を積

極活用する「i-Construction」施策を始め、2019

年度からは建築分野のBIM活用も強力に推進し始め

たことで注目を集めているものと思われる。

　2位の日本建設業連合会（32％）は、会員の建設会

社における施工BIMの活用について多くの情報発信

を行っている。3位の「Building Smart Japan」

（24％）は、BIMのデータ交換標準を開発している団

体だ。4位以下は建築士会（20％）、日本建築家協会

（17％）、建築事務所協会（12％）、日本建築士会連合

会（11％）、日本建築士事務所協会連合会（8％）の順

となった。

情報源となるイベント

　BIMツールの情報収集源となるイベントについては、

1位が日経xTECH ／建設テック（82％）となった。続

いて2位はBIM関連の展示会やセミナーを開催している

ArchiFuture（32％）、3位が「施工BIMのインパクト」

（29％）となった。今回の調査対象に日経クロステック

読者が多く含まれており、ベンダー主催のイベントは選

択肢に入れていなかった要因も影響しているが、メディ

ア等が主催するこれら3つのイベントが情報収集源に

なっていると考えられる。

BIM活用実態調査とは

BIMに関する情報源となる団体のウェブサイトは？
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日本建築士事務所協会連合会（日事連）

日本建築士会連合会
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BIMツールの情報収集源となるイベントは？
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施工BIMのインパクト（建設通信新聞主催）

ArchiFuture
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調査方法について

◆調査期間：2020年2月26日～ 3月8日

◆調査方法： インターネット上に開設したアンケートサイト
にて調査

◆調査対象： 設計事務所、建設会社、官公庁など建設関連企業
に勤め、BIMに興味を持つ設計者や技術者など

◆告知方法： 日経クロステック読者のうち調査対象者に対す
るメール、BIM関係者に対するツイッターや
FacebookなどのSNSによる回答協力の呼びか
けなど

◆有効回答数：480人

◆調査機関：株式会社日経BPコンサルティング、日経BP

◆協力団体：  Rev i tユーザー会、BIMソフトベンダー各社、　　
イエイリ・ラボなど（順不同）

参 考

2010年の調査について

◆調査名：BIM活用実態調査

◆調査対象： 設計事務所、建設会社、官公庁など建設関連企業
に勤務する設計者や技術者など

◆調査期間：2010年9月27日～ 10月6日

◆有効回答数：517人
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